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近
年
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
日
本
社
会
に
お
い
て
、
も
っ
と
も

注
目
さ
れ
る
社
会
問
題
の
一
つ
に
過
疎
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
論
は
そ
の

よ
う
な
社
会
構
造
の
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
過
疎
化
と
神
社
神
道
の
関
係

に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
戦
後
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
神
道
研

究
の
う
ち
、
と
り
わ
け
社
会
変
動
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
特
徴
や
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

　

本
論
を
進
め
る
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
観
点
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
過
疎
化
は
工
業
化
、
都
市
化
な
ど
の
よ
う
な
社
会
構
造
の
変
動
に
よ

る
現
象
と
し
て
、
広
義
の
社
会
変
動
に
含
ま
れ
る
点
で
あ
る
。
先
行
研
究

に
当
た
る
際
に
、
過
疎
化
と
宗
教
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
限
定
す
る
と
、
な

か
な
か
神
社
神
道
ま
で
に
は
辿
り
着
け
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ
の
分
野
で

の
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
述
べ
る
論
者
も
少
な
く
な
い
。
か
つ
て

は
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
う
用
語
が
頻
繁
に
出
現
す
る
に

つ
れ
、
学
問
領
域
に
お
い
て
過
疎
が
よ
り
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今

一
度
先
行
研
究
に
つ
い
て
探
求
す
る
必
要
性
を
感
じ
た）

1
（

。
こ
う
し
て
、
改

神
道
と
過
疎
化
に
関
す
る
研
究
史

│
広
義
と
し
て
の
社
会
変
動
の
枠
組
み
か
ら

│

冬　

月　
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向
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
過
疎
化
と
神
社
神
道
に
関
す
る
本
論
の
位
置
づ

け
も
明
確
に
提
示
で
き
る
と
考
え
る
。

一
、
先
行
研
究
レ
ビ
ュ
ー
の
方
法

　

本
論
に
入
る
前
に
、
試
み
と
し
て
単
純
に
「
過
疎
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
だ
研
究
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。
ま
ず
、
論
文
検

索
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
N
I
I
論
文
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
（
通
称 C

iN
ii

）

を
利
用
し
て
「
過
疎
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
し
た
結
果
、
過
疎
が

テ
ー
マ
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
約
四
九
五
一
件
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

九
日
現
在
）
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
れ
ら
の
検
索
結
果
に
は
記
事
や
論
文
が
混

在
し
て
お
り
、
全
体
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
最
初

に
過
疎
関
連
の
研
究
が
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
昭
和
三
十
年
で
あ
り
、
本
格
的

に
ヒ
ッ
ト
数
が
多
か
っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
代
以
降
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
今
度
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
文
献
要

目
』
第
十
五
集
〔
過
疎
問
題
に
関
す
る
文
献
目
録
〕（
昭
和
四
十
九
年
）
を

み
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
か
ら
四
十
八
年
三
月
ま
で
の
間
に
一

三
七
四
本
（
同
名
や
シ
リ
ー
ズ
を
除
く
）
に
も
及
ぶ
研
究
が
過
疎
問
題
を
扱

っ
て
い
た）

3
（

。
文
献
目
録
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
①
人
口
・
労
働
、

②
産
業
・
交
通
、
③
社
会
・
生
活
、
④
地
域
、
⑤
行
政
財
・
対
策
、
⑥
そ

の
他
、
に
分
類
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
同
様
の
文
献
要
目

が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
過
疎
問
題
に
関
す
る
研
究
は
現
在

め
て
先
行
研
究
を
探
る
た
め
に
は
、
ま
ず
社
会
変
動
と
神
道
研
究
の
動
向

を
把
握
し
つ
つ
、
関
連
研
究
の
中
か
ら
過
疎
化
と
の
関
係
性
を
浮
き
彫
り

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、「
過
疎
化
」
は
、
社
会
構
造
の

変
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
様
々
な
問
題
の
う
ち
、
と
り
わ
け
人
口

流
動
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
地
方
か
ら
都
市
に
人
口
が
集
中
す

る
こ
と
で
、
地
方
で
は
過
疎
化
、
都
市
で
は
過
密
化
が
起
こ
る
。
そ
の
理

由
か
ら
、「
過
疎
化
」
を
扱
う
際
に
は
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

「
過
密
化
」
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
の
人
口
変

動
を
扱
う
研
究
で
も
、
過
疎
を
論
じ
る
際
に
過
密
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
後
述
す
る
先
行
研
究
の
中
に
も
そ
う
し
た
研
究
が
含
ま
れ
て
い

る
。
最
後
に
、
過
疎
地
域
内
の
地
域
性
（
差
）
で
あ
る
。
過
疎
地
域
と
い

っ
て
も
農
山
村
や
漁
村
な
ど
に
見
ら
れ
る
伝
統
的
村
落
型
社
会
と
商
業
施

設
や
役
場
な
ど
が
密
集
す
る
都
市
型
社
会
を
一
概
に
同
じ
過
疎
地
域
と
し

て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い）

2
（

。

　

要
す
る
に
、
過
疎
化
と
神
社
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
社

会
変
動
と
い
っ
た
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
捉
え
、
次
に
関
連
す
る
個
々
の

研
究
が
ど
の
よ
う
な
観
点
に
視
座
を
置
い
て
い
る
の
か
、
な
ど
に
焦
点
を

絞
っ
て
、
過
疎
化
と
神
社
神
道
双
方
の
関
係
性
に
注
目
し
な
が
ら
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
降
は
論
旨
の
展
開
上
、
便
宜
的
に
設
け
た

時
代
区
分
に
沿
っ
て
、
神
社
神
道
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
神
道
研
究
の
基
本
的
動



31 神道と過疎化に関する研究史

　

次
い
で
、
第
Ⅱ
期
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
代
以
降
に
過
疎
研
究
が

低
調
に
転
じ
、
神
道
研
究
も
社
会
変
動
と
神
道
に
関
す
る
研
究
が
第
Ⅰ
期

以
降
に
な
る
と
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
空
白
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
空
白
は
、
石
井
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
社
会
変
動
と
神
道
の
研
究
が

地
域
社
会
の
変
化
と
祭
祀
集
団
と
の
関
係
へ
と
、
つ
ま
り
祭
り
の
研
究
に

そ
の
中
心
が
移
っ
た
こ
と
、
ま
た
祭
り
と
社
会
変
動
の
研
究
も
、
人
類
学

や
社
会
学
か
ら
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
を
指
し
て
い
る）

10
（

。
た
だ
、
祭
り
と

社
会
変
動
と
の
関
係
か
ら
、
こ
の
時
期
は
こ
れ
ま
で
の
神
道
研
究
の
学
問

領
域
を
他
領
域
に
お
け
る
個
別
研
究
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
で
、（
部
分
的

に
）
過
疎
地
域
に
お
け
る
神
社
を
取
り
巻
く
変
化
を
扱
う
も
の
を
拾
い
上

げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
た
め
、
そ
の
作
業
で
該
当
し
た
研
究
を
中
心
に

概
観
し
た
い
。
論
文
の
選
定
に
は
、
ま
ず
は
第
Ⅰ
期
に
挙
げ
た
雑
誌
に
、

『
宗
教
と
社
会
』（
平
成
七
年
〜
）、『
神
社
本
廳
教
學
研
究
所
紀
要
』
と
文
末

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
年
間
神
道
関
係
論
文
目
録
」（
平
成
八
年
〜
平
成
二

十
年）

11
（

）、『
神
社
本
廳
總
合
研
究
所
紀
要
』（
平
成
二
十
一
年
〜
）
を
加
え
た
上

で
、
比
較
的
に
神
道
研
究
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
割
合
の
高
い
学
術
雑
誌

（
機
関
誌）

12
（

）
順
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
先
行
研
究
の
有
無
を
探
り
、
同
時
に

他
分
野
に
お
け
る
個
別
研
究
に
も
目
を
配
っ
た
。

二
、
第
Ⅰ
期
│
昭
和
二
十
年
代
か
ら
昭
和
四
十
年
代
後
半
ま
で
│

　

先
に
述
べ
た
石
井
に
よ
る
と
、
社
会
変
動
と
神
道
に
関
す
る
調
査
は
昭

も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る）

4
（

。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、「
過
疎
」
と
い
う
用

語
が
世
間
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
四
十
一
年
を
皮
切
り
に
広
い

分
野
で
過
疎
に
関
連
す
る
研
究
が
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
符
合

し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
節
で
は
過
疎
化
を
広
義
の
社
会
変
動
の
一
つ
の
部

分
と
し
て
捉
え
、
神
社
神
道
と
の
関
わ
り
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
論
を
展
開
す
る
上
で
、
以
下
の
研
究
史

に
つ
い
て
は
便
宜
的
に
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
に
分
け
て
叙
述
す
る
。
第
Ⅰ
期
は
、

過
疎
問
題
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
に
当
た
る
。
そ
の
中

で
過
疎
化
と
神
社
神
道
に
関
す
る
研
究
は
、
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
道
と

の
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
戦
後
の
諸

政
策
の
結
果
と
し
て
の
社
会
変
動
が
神
道
研
究
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
検
討
す
る
内
容
と
し
て
は
、
先
述
の
『
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
文
献
要
目
』（
昭
和
四
十
九
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
、『
日
本
文
化
研

究
所
紀
要
』（
昭
和
三
十
二
年
〜
平
成
二
十
年）

5
（

）、『
宗
教
研
究
』（
大
正
五
年

〜）
6
（

）、『
神
道
宗
教
』（
昭
和
二
十
三
年
〜
）
な
ど
に
所
収
・
掲
載
さ
れ
て
い

る
神
道
関
連
研
究
と
す
る
。
当
該
期
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宗

教
社
会
学
者
の
石
井
研
士
が
著
書
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』

（
大
明
堂
、
平
成
十
年）

7
（

）
の
第
一
章
「
戦
後
の
神
道
研
究
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

と
第
二
章
「
神
道
と
社
会
変
動
を
め
ぐ
る
研
究
史）

8
（

」
で
論
じ
て
い
る）

9
（

。
本

節
で
は
石
井
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
筆
者
に
よ
る
分
析
を
付
け
加
え
る
形
で

全
体
の
動
向
を
概
観
し
た
い
。
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告
│
『
近
代
化
と
神
道
』
の
課
題
に
そ
っ
て
」（
昭
和
四
十
二
年
）
は
、
近

代
化
・
工
業
化
に
よ
る
急
速
な
農
村
漁
村
の
解
体
過
程
に
伴
っ
て
、
村
落

共
同
体
に
ふ
か
く
根
を
お
ろ
し
て
き
た
神
社
の
機
能
の
変
化
過
程
を
捉
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
森
岡
清
美
の
「
近
郊
化
に
よ
る
神

社
信
仰
の
変
貌
」（
昭
和
四
十
三
年
）
は
、
人
口
流
入
の
激
し
い
東
京
の
近

郊
地
で
あ
る
三
鷹
市
野
崎
と
狛
江
町
駒
井
の
二
地
点
に
お
け
る
社
会
構
造

の
変
化
が
地
域
住
民
の
神
道
へ
の
意
識
と
行
為
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察

し
、
薗
田
稔
の
「
祭
り
と
都
市
社
会
│
「
天
下
祭
り
」〈
神
田
祭
・
山
王

祭
〉
調
査
報
告
（
1
）」（
昭
和
四
十
四
年
）
は
、
詳
細
な
調
査
か
ら
都
市
祭

り
を
通
し
た
地
域
社
会
と
氏
神
神
社
と
の
か
か
わ
り
を
分
析
し
た）

16
（

。

　

石
井
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
と
戸
川
の
研
究
は
伝
統
的
村
落
型
社
会
に
お
け

る
調
査
研
究
で
あ
る
一
方
で
森
岡
と
薗
田
の
研
究
は
都
市
型
社
会
に
お
け

る
調
査
研
究
で
あ
る
こ
と
を
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
調
査
が
、
地
域

共
同
体
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
氏
神
神
社
に
都
市
化
・
過
疎
化
が
及
ぼ

し
た
影
響
を
具
体
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
代
に
お
け
る
貴
重
な
調
査
報
告
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
と
述
べ
る
と
同
時
に
、
こ
の
後
一
部
の
調
査
を
除
い
て
は
、
近

代
化
と
神
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
へ
の
関
心
が
し
だ
い
に
薄
れ
て
い
く

と
述
べ
て
い
る）

17
（

。

　

一
方
で
、
石
井
は
近
代
化
に
よ
る
神
社
神
道
の
変
化
に
つ
い
て
岸
本
英

夫
と
平
井
直
房
の
議
論
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
本
研
究
に
お
い
て
も

両
者
の
議
論
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
両
者
は
近
代
化
と
都
市

和
二
十
年
代
に
先
駆
的
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
本
格
的
に
実
際
の
調
査
が

実
施
さ
れ
、
分
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）

13
（

。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
研
究
の
共
通
点

と
し
て
、
①
近
代
的
、
近
代
化
、
都
市
化
、
産
業
化
、
合
理
性
な
ど
用
い

る
概
念
は
異
な
っ
て
も
、
近
代
的
な
宗
教
の
あ
り
方
を
抽
出
し
て
提
示
し

よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
実
証
性
に
欠
け
て
い
る
、
③
論
文

の
タ
イ
ト
ル
や
研
究
対
象
が
真
正
面
か
ら
扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
何
ら

か
の
形
で
「
現
在
」
を
意
識
し
て
い
る
、
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る）

14
（

。
ま

た
、
石
井
は
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所　

昭
和
五
十
年　

創
立
二

〇
周
年
記
念
概
要
』
に
お
け
る
「
近
代
化
と
神
道
（
都
市
化
及
び
社
会
変
化

を
含
む
）」
の
領
域
の
成
果
と
し
て
一
三
本
の
論
文）

15
（

を
挙
げ
て
い
る
。
と
く

に
、
以
下
の
七
点
に
つ
い
て
は
内
容
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る
。
伊
藤
幹
治
の
「
都
市
化
と
む
ら
の
生
活
構
造
序
説
│
忍
草
の
事
例
分

析
」（
昭
和
四
十
年
）
と
同
「
黒
島
の
社
会
と
宗
教
の
構
造
と
変
化
│
大
里

事
例
の
予
備
的
分
析
」（
同
）、「
祭
団
の
構
造
と
論
理
│
沖
縄
民
俗
社
会

論
（
一
）」（
昭
和
五
十
年
）
は
、
生
業
構
造
、
親
族
構
造
、
社
会
関
係
と

い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
と
、
祭
祀
体
系
や
氏
神
信
仰
と
い
っ
た
文
化
レ

ベ
ル
で
の
変
化
を
考
察
し
な
が
ら
「
む
ら
」
の
都
市
化
現
象
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
花
島
政
三
郎
の
「
水
没
に
よ
る
部
落
の
解
体
・

再
編
成
と
宮
座
│
滋
賀
県
神
崎
郡
永
源
寺
町
愛
知
川
ダ
ム
建
設
の
場
合
」

（
昭
和
四
十
二
年
）
は
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
部
落
祭
祀
集
団
の
対
応
・
変
化

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
戸
川
安
章
の
「
神
社
綜
合
調
査
事
例
報
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筆
者
の
研
究
の
そ
れ
と
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
と
く
に
過
疎
化
と

神
社
神
道
と
の
関
係
を
探
求
す
る
本
論
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
も

っ
と
も
早
い
段
階
で
の
先
行
研
究
に
当
た
る
と
考
え
る
。
で
は
、
一
体
、

ど
の
よ
う
な
点
が
過
疎
化
と
神
社
神
道
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
以
下
で
具
体
的
に
述
べ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
伊
藤
の
「
都
市
化
と
む
ら
の
生
活
構
造
序
説
│
忍
草
の
事
例
分

析
」（
昭
和
四
十
年
）
は
、
調
査
対
象
地
で
あ
る
忍
草
（
山
梨
県
南
都
留
郡
忍

野
村
の
大
字
）
に
つ
い
て
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
次
元
（
生
業
構
造
）
と
社
会

次
元
に
お
け
る
変
化
過
程
を
述
べ
た
上
で
、
む
ら
の
宗
教
生
活
の
変
化
を

論
じ
て
い
る
。
伊
藤
は
調
査
の
結
果
、
対
象
地
域
で
あ
る
忍
草
で
は
社
会

次
元
に
お
け
る
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
本
家
│
分
家
の

関
係
を
軸
に
し
た
主
要
集
団
に
よ
る
社
会
の
伝
統
構
造
に
変
化
が
な
い
。

他
の
村
落
類
型
と
比
べ
て
神
社
は
相
対
的
に
む
ら
び
と
と
の
共
同
体
感
情

を
維
持
す
る
上
に
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
と
述
べ

て
、
こ
の
時
期
に
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
た
神
社
の
祭
の
凋
落
や
信
仰
の
衰

微
と
い
う
現
象
が
、
こ
の
忍
草
の
事
例
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る）

21
（

。

　

次
に
、
同
じ
く
伊
藤
の
「
黒
島
の
社
会
と
宗
教
の
構
造
と
変
化
│
大
里

事
例
の
予
備
的
分
析
」（
昭
和
四
十
年
）
は
、
先
に
見
て
き
た
忍
草
の
事
例

研
究
と
同
様
、
ま
ず
対
象
地
域
で
あ
る
大
里
に
お
け
る
生
業
構
造
と
社
会

関
係
の
構
造
か
ら
、
地
域
社
会
の
祭
祀
生
活
の
構
造
と
変
化
に
つ
い
て
分

析
を
行
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
社
会
関
係
の
構
造
に
お
い
て
は
、
む
ら
の

化
、
過
疎
化
に
よ
る
神
社
神
道
の
変
容
に
高
い
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、
岸
本
の
神
道
研
究
に
関
し
て
は
「
現
状
の
分
析
を
も

と
に
し
た
上
で
の
概
念
化
と
い
う
よ
り
は
、
西
欧
世
界
で
の
文
化
領
域
で

の
変
動
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
て
考
え
た
も
の）

18
（

」
で
あ
る
と
し
、
過
疎
化

が
神
社
神
道
に
与
え
た
影
響
を
「
民
族
宗
教
の
内
部
伝
道
の
崩
壊
」
と
表

現
し
た
平
井
の
一
連
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
を
め
ぐ
る
分
析
に
つ
い
て

も
「
た
と
え
平
井
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
見
聞
し
た
多
く
の
情
報
と
知
見

を
背
景
に
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
個
人
の
経
験
や
情
報

で
あ
っ
て
、
客
観
化
さ
れ
た
事
実
と
は
い
い
に
く
い）

19
（

。」
と
し
、
こ
れ
は

こ
の
時
期
に
お
い
て
都
市
化
や
過
疎
化
問
題
を
言
及
し
た
他
の
研
究
者
に

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
社
会
変

動
と
神
道
に
関
す
る
研
究
が
、「
具
体
的
な
神
社
神
道
に
関
す
る
現
状
分

析
か
ら
、
近
代
化
と
神
社
神
道
に
関
す
る
分
析
が
試
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
近
代
化
が
前
提
と
さ
れ
た
上
で
、
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
合
致
す
る

資
料
が
採
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
傾
向
が
存
在）

20
（

」
し
、
実
証
性
が
欠
落
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
証
性
の
高
い
研
究
と
し
て
森

岡
の
「
近
郊
化
に
よ
る
神
社
信
仰
の
変
貌
」（
昭
和
四
十
三
年
）
を
取
り
上

げ
る
も
、
森
岡
の
調
査
と
分
析
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
妥
当
性
を
有
す

る
が
、
調
査
地
が
都
市
近
郊
で
あ
っ
た
こ
と
に
分
析
の
限
界
が
存
在
す
る

と
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
伊
藤
幹
治
と
戸
川
安
章
に
つ
い
て
は
、
人
類

学
ま
た
は
民
俗
学
を
専
門
と
す
る
両
者
の
研
究
に
お
け
る
目
的
や
手
法
が
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自
に
都
市
化
の
枠
を
「
地
域
社
会
の
都
市
化
」（
農
村
に
代
表
さ
れ
る
「
む

ら
」
の
都
市
化
）
に
限
定
し
、
枠
づ
け
し
た
都
市
化
の
過
程
を
「
産
業
的
次

元
と
社
会
的
次
元
」
と
い
う
二
つ
の
次
元
で
捉
え
る
こ
と
と
し
た）

25
（

。
こ
う

し
た
都
市
化
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
の
都
市
化
研
究
に
対
す
る
批
判

的
研
究）

26
（

と
し
て
、
独
自
に
枠
を
伝
統
的
村
落
型
社
会
（
農
村
の
む
ら
）
に
限

定
し
、
変
化
過
程
を
生
業
構
造
と
社
会
関
係
の
構
造
と
い
っ
た
二
次
元
を

設
け
て
い
る
点
は
、
伊
藤
が
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
一
貫
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
藤
は
周
辺
地
域
を
含
む
他
の
地
域
と
比
較
し
た
研

究
は
行
っ
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
忍
草
や
大
里
な
ど
の
事
例
研
究
は
、

い
ず
れ
も
一
部
の
地
域
を
取
り
上
げ
、
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の
社
会
構
造

の
変
動
が
神
社
と
住
民
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
対
象

地
域
選
定
と
他
地
域
と
の
関
係
を
既
出
の
調
査
研
究
に
依
拠
し
て
論
じ
る

形
式
（
追
跡
調
査
）
を
と
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
分
析
を
試
み
て
は
い
な

い）
27
（

。

　

一
方
で
、
戸
川
安
章
の
「
神
社
綜
合
調
査
事
例
報
告
│
『
近
代
化
と
神

道
』
の
課
題
に
そ
っ
て
」（
昭
和
四
十
二
年
）
は
、
近
代
化
、
工
業
化
に
よ

る
急
速
な
農
山
漁
村
の
解
体
が
進
む
地
域
と
し
て
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
地

域
と
椙
尾
神
社
を
取
り
上
げ
、
地
域
神
社
の
機
能
と
変
化
に
つ
い
て
、
主

に
外
部
（
外
形
的
）
条
件

│
調
査
地
の
歴
史
と
概
況
、
神
社
一
般
、
神

職
、
祭
、
氏
子
生
活
、
一
般
信
仰
・
行
事
な
ど

│
の
変
化
に
注
目
し

て
、
神
職
・
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
詳
細
に

わ
た
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。
た
だ
、
各
設
問
の
回
答
を
列
挙
す
る
こ
と
に

氏
神
神
社
を
は
じ
め
大
小
神
社
の
祭
祀
体
系
が
、
社
家
衆
と
い
わ
れ
る
祭

祀
集
団
を
軸
と
す
る
独
自
の
構
造
を
も
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、

年
中
行
事
を
含
む
従
来
の
諸
慣
行
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
構
成
に
は
凋

落
・
脱
落
と
い
っ
た
変
化
が
生
業
構
造
と
社
会
関
係
の
構
造
の
変
化
と
相

関
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
、
そ
れ
ぞ
れ
再
構
成
さ
れ
な
が
ら
部

分
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
の
構
造
は
な
ん
ら
変
化

し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る）

22
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
の
問
題
関
心
は
社
会
変
動
に
よ
っ
て
祭
祀
・
行
事

に
ど
の
よ
う
な
形
態
変
化
が
あ
る
の
か
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
産
業
構

造
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
も
家
族
形
態
や
む
ら
の
伝
統
的
な
祭
祀
構

造
に
な
ん
ら
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
点
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る）

23
（

。
つ
ま

り
、
忍
草
と
大
里
の
事
例
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
家
│
分
家
、
社
家
衆
を
軸

と
す
る
祭
祀
体
系
が
形
成
さ
れ
、
全
体
的
な
社
会
体
系
の
中
で
独
自
の
位

置
を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
神
社
の
祭
祀
・
行
事
に
凋
落
・
脱
落
現
象
は
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
形
態
変
化
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
て
、
構
造
的
な
変

化
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
う
い
っ
た
伊
藤
の
論
点
を
裏
付
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
伊
藤
は
社
会
変
動
と
神
道
（
神
社
祭
祀
）
に
関
連
す
る
論
文

を
数
点
発
表
し
て
い
る）

24
（

。
た
と
え
ば
、「
都
市
化
と
地
域
社
会
の
宗
教
生

活
」（
昭
和
四
十
五
年
）
は
、
社
会
変
動
と
し
て
の
都
市
化
と
地
域
社
会
の

宗
教
生
活
と
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
は
学
問
分
野
に
お

け
る
都
市
化
の
概
念
が
一
様
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、
独
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小
ま
と
め

　

こ
の
時
期
の
先
行
研
究
の
小
ま
と
め
と
し
て
、
社
会
構
造
の
変
化
は
あ

る
も
の
の
、
人
口
の
流
動
に
よ
る
要
因
が
神
社
神
道
の
衰
微
に
直
接
関
係

し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
む
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ

る
ほ
ど
、
こ
の
時
期
の
事
例
研
究
の
蓄
積
は
少
な
く
、
日
本
の
地
域
社
会

に
お
け
る
普
遍
的
な
実
態
を
知
る
た
め
の
材
料
が
乏
し
い
こ
と
は
否
め
な

い
。
だ
が
、
伊
藤
や
戸
川
に
よ
る
実
態
に
即
し
た
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、

伝
統
的
村
落
型
社
会
の
「
む
ら
」
単
位
で
都
市
化
の
変
化
過
程
を
見
る
限

り
で
は
、
生
産
構
造
と
社
会
関
係
の
構
造
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

伝
統
的
な
祭
祀
体
系
も
部
分
的
な
形
態
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
維
持
・
継

承
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
が
窺
い
知
れ

る
。

　
「
過
疎
」
が
現
象
と
し
て
は
以
前
か
ら
見
ら
れ
て
い
た）

30
（

が
、
用
語
と
し

て
正
式
に
市
民
権
を
得
た
の
が
昭
和
四
十
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時

す
で
に
「
昭
和
三
十
年
代
か
ら
一
貫
し
て
社
会
変
動
と
神
道
の
問
題
に
関

心
を
抱
い
て
き
」
た）

31
（

平
井
直
房
は
、
過
疎
化
・
都
市
化
現
象
が
神
社
神
道

（
神
道
教
化
）
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
多
数
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る）

32
（

。

だ
が
、
先
述
の
昭
和
四
十
年
代
に
過
疎
関
係
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る

中
、
過
疎
関
係
の
研
究
資
料
を
網
羅
し
て
い
る
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
文
献
要

目
』
に
お
い
て
、
宗
教
、
と
く
に
神
社
神
道
と
の
関
係
を
扱
う
研
究
は
見

当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
社
会
現
象
の
変
化
と
神
社
神
道
に
及

ぼ
す
変
化
を
言
及
し
た
も
の
は
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
（
実
態
）
調
査
を

留
ま
っ
て
お
り
、
調
査
報
告
書
の
序
文
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、「
外

部
条
件
の
ど
の
よ
う
な
部
分
が
変
化
し
、
そ
の
よ
う
な
部
分
が
変
化
せ
ず

に
持
続
し
て
い
る
の
か
、
何
が
消
滅
し
変
化
し
て
い
っ
た
か
、
ま
た
新
し

い
環
境
や
意
識
に
応
じ
て
何
が
あ
ら
た
に
起
こ
り
、
附
加
わ
っ
て
き
た

か）
28
（

」
に
対
す
る
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
が
実
施

さ
れ
て
以
来
、
伝
統
的
村
落
型
社
会
に
お
け
る
神
社
神
道
の
変
化
を
テ
ー

マ
に
し
た
調
査
研
究
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
管
見
の
及

ぶ
限
り
存
在
し
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
戸
川
の
調
査
時
期
は
ち
ょ
う
ど

過
疎
が
社
会
に
登
場
し
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
お
り
、
調
査
地
域
が
属
す

る
山
形
県
鶴
岡
市
は
、
現
在
過
疎
地
域
（
過
疎
と
み
な
さ
れ
る
地
域
）
で
あ

る
。
何
よ
り
も
、
理
論
や
思
想
に
着
眼
し
た
研
究
で
は
な
く
、
実
際
の
調

査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
に
基
づ
い
て
、
調
査
当
時
（
昭
和
四
十
一
年
）
の
地

域
と
神
社
の
外
部
条
件
の
変
化
に
特
化
し
て
詳
細
に
わ
た
っ
て
示
し
て
い

る
点）

29
（

は
、
過
疎
地
域
の
神
社
神
道
の
変
容
（
内
部
と
外
部
の
変
化
）
の
う

ち
、
外
形
的
な
変
化
を
知
る
上
で
有
効
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
、
伊
藤
と
戸
川
の
研
究
は
本
論
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、（
社
会
構

造
の
変
動
の
う
ち
）
過
疎
化
と
神
社
神
道
の
関
係
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
年

代
か
ら
四
十
年
代
半
ば
ま
で
の
間
に
お
け
る
地
域
社
会
の
祭
祀
体
系
の
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
外
形
的
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
変
化
が
生
業
構
造
と
社
会
関
係
の
構
造
の
変
化
と
相
関
関
係

に
あ
る
こ
と
も
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
研
究
資
料
で
あ
る
と
考
え

る
。
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の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
に
列
挙
す
る
論

文
に
は
彼
ら
の
研
究
を
補
完
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　

①  

岡
田
重
精
・
櫻
井
治
男
・
森
安
仁
「
過
疎
村
の
祭
祀
と
宗
教
事
情
」

『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
第
十
五
号
、
昭
和
五
十
五
年

　

②  

石
井
研
士
「
都
市
化
と
宗
教
│
世
俗
化
論
再
考
」『
東
洋
学
術
研

究
』
第
二
十
五
巻
第
一
号
、
昭
和
六
十
一
年

　

③  

真
弓
常
忠
「
現
代
社
会
と
神
社
の
機
能
│
市
民
宗
教
の
理
論
と
神

社
祭
祀
へ
の
考
察
│
」『
神
道
と
現
代
』（
下
巻
）、
昭
和
六
十
二
年

　

④  

安
蘇
谷
正
彦
「
現
代
社
会
と
神
社
の
役
割
に
関
す
る
覚
書
」『
神
道

と
現
代
』（
下
巻
）、
昭
和
六
十
二
年

　

⑤  

櫻
井
治
男
「
地
域
社
会
と
神
社
│
神
社
の
復
祀
を
中
心
に
│
」『
神

道
と
現
代
』（
下
巻
）、
昭
和
六
十
二
年

　

⑥  

片
山
文
彦
「
都
市
化
現
象
と
神
社
の
役
割
」『
神
道
と
現
代
』（
下

巻
）、
昭
和
六
十
二
年

　

⑦  

竹
本
佳
徳
「
神
社
神
道
と
そ
の
教
化
」『
神
道
と
現
代
』（
下
巻
）、

昭
和
六
十
二
年

　

⑧  

薗
田　

稔
「
祭
り
と
現
代
文
化
」『
神
道
と
現
代
』（
下
巻
）、
昭
和

六
十
二
年

　

⑨  
宇
野
正
人
「
祭
り
と
現
代
生
活
│
情
報
化
時
代
へ
の
対
応
│
」『
神

道
と
現
代
』（
下
巻
）、
昭
和
六
十
二
年

　

⑩  

石
井
研
士
「
都
市
化
と
宗
教
│
地
域
の
宗
教
文
化
は
均
質
化
し
た

踏
ま
え
た
分
析
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
、
石
井
も

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
近
代
化
と
神
道
に
関
す
る

調
査
研
究
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
先
行
す
る

西
洋
の
近
代
化
理
論
に
大
き
く
依
拠
し
て
お
り
、
実
際
の
調
査
を
伴
わ
な

い
実
証
性
の
欠
落
す
る
結
果
、
つ
ま
り
客
観
的
な
議
論
が
で
き
に
く
い
状

況
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う）

33
（

。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
の
研
究
が

様
々
な
現
象
を
「
社
会
変
動
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
は
、
そ
の
後
展

開
さ
れ
て
い
く
実
証
的
研
究
の
萌
芽
に
貢
献
し
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

三
、
第
Ⅱ
期
│
昭
和
五
十
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
│

　

前
節
の
昭
和
二
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
続
き
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以

降
、
つ
ま
り
昭
和
五
十
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
発
表
さ
れ
た

先
行
研
究
を
概
観
す
る
。
当
該
期
の
都
市
化
や
過
疎
化
な
ど
、
社
会
変
動

と
神
道
の
関
係
を
言
及
す
る
成
果
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
次
に
列
挙
す
る
論
文
に
、
都
市
祭
礼
研
究
に
つ
い
て
は
代

表
的
な
も
の
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
Ⅱ
期
に
お
い
て
も
社

会
変
動
と
祭
り
の
関
係
を
扱
う
論
文
は
継
続
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
し
、

そ
の
こ
と
は
す
で
に
石
井
も
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
社
会
変
動
と
神
道
の
研
究
が
、
地
域
社
会
の
変
化
と
祭
祀
集
団
と
の
関

係
を
踏
ま
え
た
祭
り
研
究
に
中
心
が
移
っ
て
い
っ
た）

34
（

」
と
し
、
都
市
祭
り

研
究
と
し
て
薗
田
稔
、
中
村
孚
美
、
米
山
俊
直
、
松
平
誠
ら
に
よ
る
一
連
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号
、
平
成
十
四
年

　

⑳  

山
口
信
枝
「
近
現
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
容
と
持
続
に
つ
い
て
│

北
部
九
州
の
宮
座
を
事
例
と
し
て
│
」『
経
済
史
研
究
』
第
一
〇

号
、
平
成
十
八
年

　

㉑  

尤　

銘
煌
・
杉
山　

誠
「
山
形
県
酒
田
市
飛
島
に
お
け
る
通
過
儀

礼
の
変
遷
│
離
島
の
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
」『
山
形
大

学
紀
要 

人
文
科
学
』
第
一
六
巻
第
二
号
、
平
成
十
九
年

　

㉒  

小
林
瑞
穂
「
神
社
界
に
お
け
る
後
継
者
不
足
に
関
す
る
意
識
〜
山

口
県
の
調
査
を
事
例
に
〜
」『
神
道
宗
教
』
第
二
〇
八
・
二
〇
九

号
、
平
成
二
十
年

　

㉓  

高
橋
裕
介
「
村
落
社
会
の
変
容
と
神
楽
伝
承
│
出
雲
地
方
の
神
楽

社
中
を
事
例
に
│
」『
島
根
地
理
学
会
誌
』
第
四
二
号
、
平
成
二
十

年

　

㉔  

星
野　

紘
「
山
の
芸
能
が
危
な
い
」『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
四
四

号
、
平
成
二
十
年

　

㉕  

尤　

銘
煌
「
三
重
県
鳥
羽
市
神
島
に
お
け
る
通
過
儀
礼
の
変
遷
│

離
島
の
少
子
高
齢
・
過
疎
化
に
つ
い
て
」『
山
形
大
学
紀
要 

人
文
科

学
』
第
一
六
巻
第
四
号
、
平
成
二
十
一
年

　

㉖  
尤　

銘
煌
・
苗　

択
遠
「
少
子
高
齢
・
過
疎
化
に
お
け
る
通
過
儀

礼
の
変
遷
│
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村

を
事
例
と
し
て
」『
山
形
大
学
紀
要 

人
文
科
学
』
第
一
七
巻
第
三

号
、
平
成
二
十
四
年

か
」『
人
類
科
学
』
四
〇
号
、
昭
和
六
十
三
年

　

⑪  
石
井
研
士
「
都
市
化
と
神
社
│
銀
座
八
官
神
社
の
事
例
か
ら
」『
神

道
宗
教
』
第
一
三
〇
号
、
昭
和
六
十
三
年

　

⑫  

石
井
研
士
「
戦
後
の
東
京
都
の
神
社
に
み
る
境
内
建
物
の
高
層
化

に
つ
い
て
（
上
）」『
神
道
学
』
第
一
五
五
号
、
平
成
四
年

　

⑬  

石
井
研
士
「
戦
後
の
東
京
都
の
神
社
に
み
る
境
内
建
物
の
高
層
化

に
つ
い
て
（
下
）」『
神
道
学
』
第
一
五
七
号
、
平
成
五
年

　

⑭  

石
井
研
士
「
戦
後
の
東
京
都
の
神
社
の
変
容
の
解
明
に
向
け
て
│

東
京
都
神
社
（
本
務
社
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら 

」『
國
學
院

雑
誌
』
第
九
四
巻
第
九
号
、
平
成
五
年

　

⑮  

石
井
研
士
「
神
棚
祭
祀
の
現
状
に
つ
い
て
」『
神
道
文
化
』
第
八

号
、
平
成
八
年

　

⑯  

石
井
研
士
「
人
口
の
流
動
化
と
神
社
神
道
│
居
住
年
数
か
ら
の
分

析
」『『
神
社
に
関
す
る
意
識
調
査
』
報
告
書
』、
平
成
九
年

　

⑰  

金
子　

毅
「
都
市
化
、
混
住
化
地
域
に
お
け
る
祭
り
に
つ
い
て
の

一
考
察
│
埼
玉
県
吉
川
市
大
字
三
輪
野
江
八
坂
祭
り
に
お
け
る
祭

祀
集
団
の
検
討
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
九
巻
第
七
号
、
平
成
十
年

　

⑱  

中
條
暁
仁
「
過
疎
山
村
に
お
け
る
講
集
団
の
変
化
と
村
落
社
会
│

島
根
県
仁
多
町
阿
井
地
区
の
事
例
」『
地
理
科
学
』
第
五
六
巻
第
四

号
、
平
成
十
三
年

　

⑲  

山
口
信
枝
「
近
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
容
と
持
続
│
福
岡
県
賀
茂

神
社
の
神
加
（
宮
座
）
を
事
例
と
し
て
」『
宗
教
研
究
』
第
三
三
二
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そ
れ
ら
の
研
究
は
、『
現
代
と
神
道
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
四
一
の
論
文

の
う
ち
、
過
疎
化
、
近
代
化
、
都
市
化
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
社
会
変
動

と
神
社
神
道
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
論
文
で
は
、

社
会
変
動
の
影
響
が
神
社
神
道
に
も
及
ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
戦
後

ま
も
な
い
時
期
か
ら
の
議
論）

35
（

を
取
り
上
げ
な
が
ら
問
題
指
摘
を
し
つ
つ
、

そ
の
問
題
が
現
在
も
共
通
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
現
代
社

会
に
お
け
る
神
社
神
道
の
現
代
的
意
味
と
役
割
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い

る
。
各
論
文
の
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
真
弓
常
忠
は
、
都
市
化
の

進
行
に
よ
っ
て
家
の
崩
壊
、
氏
子
離
れ
と
い
っ
た
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る

現
代
に
お
い
て
も
、
神
社
神
道
は
R
・
N
・
ベ
ラ
ー
の
言
う
市
民
宗
教
に

匹
敵
す
る
要
素
を
持
つ
と
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
神
社
は
祭
祀
執
行
の

場
と
し
て
の
伝
統
的
性
格
を
維
持
し
、
そ
こ
で
の
祭
祀
が
社
会
的
統
合
の

装
置
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
神
社
の
社
会
的
機
能
が

あ
り
得
る
と
主
張
し
た）

36
（

。
安
蘇
谷
正
彦
は
、「
現
代
社
会
に
お
け
る
神
道

の
役
割
を
考
え
る
た
め
に
は
、
現
代
日
本
の
特
色
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
が
問
題）

37
（

」
で
あ
り
、
そ
の
「
特
色
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
日
本
の
歴

史
的
背
景
を
考
え）

38
（

」
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
現
代
の
特
徴
を
「
富
国
」

と
捉
え
た
。
そ
の
上
で
、
各
時
代
に
お
け
る
神
道
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

神
社
や
祭
り
の
機
能
と
神
道
思
想
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
、
現

代
（
社
会
）
に
お
け
る
神
社
・
祭
り
の
役
割）

39
（

が
近
世
・
近
代
か
ら
ほ
ぼ
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
も
、
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
強
調
さ
れ
る

点
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
安
蘇
谷
の
主
張
は
歴
史
的
背
景
か

　

㉗  

石
井
研
士
「
神
社
神
道
と
限
界
集
落
化
」『
神
道
宗
教
』
第
二
三
七

号
、
平
成
二
十
七
年

　

先
に
当
該
期
の
先
行
研
究
を
時
系
列
に
沿
っ
て
示
し
た
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
神
道
関
係
論
文
（
当
該
期
の
「
年
間
神

道
関
係
論
文
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
は
三
七
一
四
本
で
あ
っ
た
）
か
ら
、

社
会
変
動
と
の
関
係
を
直
接
扱
っ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
二
七
本
と
少
な

い
（
む
ろ
ん
、
ほ
か
に
も
当
該
期
に
は
多
数
の
祭
り
研
究
が
あ
る
が
、
類
似
す
る
内

容
を
扱
う
も
の
が
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
あ
る
程
度
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、
代
表
的
な
例
を
示
す
に
留
め
て
い
る
）。
と
く
に
、
宗
教
学
や
神
道
学
者

に
よ
る
研
究
は
さ
ら
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
岡
田
重
精
ほ
か
、
石
井

研
士
の
研
究
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
当
該
期
に
お
い
て
も
過
疎
を
直
接
扱

う
論
文
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
成
事
実
と
し
て
扱
う
も
の

が
大
半
を
占
め
る
。
以
降
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
概
観
し
て
い

く
。
な
お
、
論
を
進
め
る
う
え
で
、『
神
道
と
現
代
』
に
統
一
テ
ー
マ
を

扱
う
論
文
と
し
て
所
収
さ
れ
、
相
互
の
関
係
が
高
い
研
究
（
③
〜
⑨
）
か

ら
現
代
社
会
と
神
社
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ

れ
た
の
か
を
概
観
し
た
後
、
個
別
の
研
究
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

現
代
社
会
と
神
社
神
道

　

先
に
列
挙
し
た
先
行
研
究
の
な
か
に
、『
神
道
と
現
代
』（
神
道
文
化
会
、

昭
和
六
十
二
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
一
連
の
論
文
群
（
③
〜
⑨
）
が
あ
る
。
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活
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
全
国
的
規
模

で
展
開
し
て
い
る
都
市
祭
が
直
接
関
連
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
行
政
が
祭

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
祭
を
と
り
ま
く
環
境
が
一

体
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
を
、
行
政
機
関
が
刊
行
し
た
資
料

を
中
心
に
具
体
的
に
提
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
概
観
す
る
と
、
神
道
ま
た
は
神
社
神
道
の
機
能
や
役
割
、
定

義
を
理
論
的
な
立
場
か
ら
の
議
論
を
は
じ
め
、
祭
り
と
文
化
・
生
活
と
い

っ
た
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（
歴
史
的
文
脈
、
行
政
と
の
関
わ
り
な
ど
）
か
ら
、

現
代
社
会
に
お
け
る
神
道
の
様
相
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
薗
田
と
宇
野
の
研
究
を
除
い
て
、
実
証
的
な
調

査
研
究
に
基
づ
く
議
論
で
は
な
い
が
、
互
い
に
関
係
性
の
高
い
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。

　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

続
い
て
、
先
に
示
し
た
先
行
研
究
を
順
次
概
観
し
て
い
く
と
し
よ
う
。

　

岡
田
重
精
・
櫻
井
治
男
・
森
安
仁
の
研
究
（
①
）
は
、（
皇
學
館
大
学
の
）

神
道
研
究
所
第
四
研
究
部
門
の
岡
田
所
員
を
中
心
に
、
神
道
お
よ
び
日
本

人
の
宗
教
生
活
を
理
解
す
る
上
で
過
疎
村
問
題
を
重
要
な
課
題
と
し
て
捉

え
、
過
疎
問
題
が
村
の
集
団
信
仰
や
信
仰
生
活
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る）

43
（

。
金
子
毅
の
研

究
（
⑰
）
は
、
都
市
化
に
伴
う
村
落
社
会
の
解
体
と
祭
祀
集
団
の
変
化
、

と
く
に
祭
り
参
加
に
対
す
る
祭
祀
集
団
の
意
識
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
よ

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
そ
の
点
は
、
同
じ
神
社
神
道
の
役
割
を
論
じ

る
た
め
に
市
民
宗
教
（
の
形
成
過
程
）
と
儀
礼
を
通
じ
て
の
社
会
的
統
合
と

い
っ
た
、（
実
際
の
）
機
能
面
に
注
目
す
る
真
弓
と
は
異
な
る
点
で
あ
る

が
、
両
者
が
主
張
す
る
神
社
（
神
道
）
の
本
質
的
な
役
割
や
機
能
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
共
通
し
て
い
る
。
櫻
井
治
男
の
研
究
は
、
地
域
社
会
所
在

の
氏
神
鎮
守
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
中

央
行
政
側
の
資
料
を
用
い
て
神
社
の
国
家
管
理
下
に
お
け
る
地
域
住
民
の

神
社
復
祀
運
動
の
全
国
的
状
況
を
把
握
し
、
さ
ら
に
は
行
政
側
と
地
域
住

民
の
意
識
と
の
隔
た
り
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
片
山
文
彦
の

研
究
は
、
都
市
化
現
象
に
伴
う
都
市
の
神
社
の
変
容
を
捉
え
、
神
社
の
役

割
を
「
神
社
を
取
り
巻
く
人
々
の
関
わ
り）

40
（

」
の
文
脈
か
ら
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
。
竹
本
佳
徳
の
研
究
は
、
現
代
に
お
け
る
神
道
と
神
社
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
が
相
反
す
る
こ
と
を
示
唆）

41
（

し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
な
お
信
奉

さ
れ
て
い
る
神
社
神
道
に
つ
い
て
、
神
社
神
道
と
い
う
用
語
の
定
義
を
中

心
に
、
教
化
、
現
代
的
意
義
（
役
割
）
を
通
し
て
再
考
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
研
究
者
と
し
て
で
は
な
く
、

あ
え
て
神
社
神
道
の
一
担
い
手
で
あ
る
神
職
の
立
場
か
ら
論
じ
る
と
こ
ろ

が
興
味
深
い
。
薗
田
稔
の
研
究
は
、
質
的
変
化
が
起
き
て
い
る
現
代
社
会

の
伝
統
文
化
（
祭
）
に
つ
い
て
、
マ
ツ
リ
と
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た
異
な
る

性
質
を
も
つ
住
吉
祭
り
（
東
京
・
佃
島
）
と
神
戸
ま
つ
り
の
事
例
分
析
を
通

し
て
、
祭
の
現
代
的
状
況
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る）

42
（

。
宇

野
正
人
の
研
究
は
、
長
年
に
わ
た
る
祭
の
研
究
に
お
い
て
、
祭
と
現
代
生
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ら
は
、
伝
統
的
村
落
型
社
会
に
お
け
る
民
俗
学
的
な
調
査
研
究
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
神
社
境
内
（
建
物
）
の
変
化
、
神
棚
の
変
化
、
人
口
の
流

動
化
、
精
神
文
化
（
神
道
文
化
）
の
変
化
、
宗
教
意
識
の
変
化
な
ど
と
い

っ
た
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
社
会
変
動
と
神
社
神
道
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
研
究
が
あ
る）

48
（

。
た
だ
、
こ
の
分
類
に
該
当
す
る
研
究
の

ほ
と
ん
ど
は
、
石
井
に
よ
る
都
市
化
と
宗
教
に
関
す
る
一
連
の
論
文
に
集

中
し
て
い
る
。
石
井
は
、
都
市
型
社
会
（
主
に
東
京
都
と
近
郊
）
も
し
く
は

全
国
規
模
の
調
査
で
得
た
多
様
な
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
な
が
ら
の
実
証
的

研
究）

49
（

を
試
み
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
都
市
化
や
世
俗
化
と
神
道
に

関
す
る
理
論
的
研
究）

50
（

も
多
数
発
表
し
て
い
る）

51
（

。
石
井
の
研
究
は
戦
後
の
都

市
化
に
と
も
な
う
宗
教
の
変
容
が
主
な
関
心
分
野
で
あ
る
（
②
、
⑩
〜

⑯
）。
都
市
化
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
石
井
に
よ
る
と
、
大
都
市

だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
村
落
型
社
会
に
お
い
て
も
、
宗
教
は
都
市
化
に

伴
っ
て
変
容
し
、
均
質
化
し
た
と
い
う）

52
（

。「
村
落
で
は
脱
宗
教
化
が
進
む

一
方
で
、
都
市
で
は
逆
に
宗
教
化
が
進
行
し
て
い）

53
（

」
る
が
、
都
市
の
宗
教

化
に
は
宗
教
が
も
つ
意
味
を
大
き
く
変
容
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
現
代
の
日
本
人
の
宗
教
生
活
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
が
な
い
限
り

断
言
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
先
行
研
究
を
は
じ
め
、
石
井

の
一
連
の
調
査
研
究
、
そ
し
て
現
在
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
過
疎
地
神

社
の
調
査
研
究
の
結
果
を
み
る
と
、
現
在
も
村
落
宗
教
は
石
井
の
予
想
か

ら
大
き
く
外
れ
て
は
い
な
い
。
氏
子
組
織
の
崩
壊
も
し
く
は
氏
子
意
識
が

希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
が
常
識
化
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
條
暁
仁
の
研
究
（
⑱
）
は
、「
過
疎
山
村
に

お
け
る
村
落
社
会
構
造
の
変
化
を
通
し
て
講
集
団
の
性
格
や
機
能
の
変
化

を
考
察
し）

44
（

」
た
も
の
で
あ
る
。
山
口
信
枝
の
研
究
（
⑲
・
⑳
）
は
「
宮
座

が
明
治
以
降
戦
中
戦
後
期
に
お
け
る
社
会
状
況
の
変
化
の
中
で
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
変
容
し
て
き
た
か
と
い
う
そ
の
変
容
過
程
を
検
討
し
、
現
代

に
お
け
る
宮
座
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
察）

45
（

」
し
た
も
の
で
あ
る
。
尤
銘

煌
ら
に
よ
る
研
究
（
㉑
・
㉕
・
㉖
）
は
、
い
ず
れ
も
少
子
高
齢
・
過
疎
化
が

通
過
儀
礼
に
も
た
ら
し
た
変
化
を
社
会
学
的
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
林
瑞
穂
の
研
究
（
㉒
）
は
、
現
代
の
神
社
界
が

抱
え
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
、
宮
司
・
配
偶
者
・

後
継
者
の
意
識
の
違
い
を
、
山
口
県
神
社
庁
が
実
施
し
た
「
神
社
の
【
後

継
者
】
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る）

46
（

。
高
橋
裕
介
の
研
究
（
㉓
）
は
、
村
落
社
会
の
変
容
を

神
楽
伝
承
の
あ
り
方
か
ら
探
り
、
村
落
社
会
に
お
け
る
神
楽
の
役
割
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
星
野
紘
の
研
究
（
㉔
）

は
、
過
疎
化
（
限
界
集
落
化
）
に
伴
い
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し
つ
つ
あ
る

伝
統
芸
能
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実
態
調
査
を
通
し
て
現
状
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る）

47
（

。

　

そ
れ
ら
の
研
究
論
文
に
つ
い
て
限
定
的
な
分
類
を
試
み
る
な
ら
ば
、
ま

ず
過
疎
化
を
含
む
社
会
変
動
と
神
社
神
道
を
、
主
に
祭
り
と
の
関
係
か
ら

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
（
祭
礼
研
究
）
一
面
的
・
個
別
的
な
研
究
が
あ

る
。
金
子
毅
、
中
條
暁
仁
、
山
口
信
枝
の
研
究
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
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設
立
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
は
別
と
し
て
、
実
際
の
委
員
会
に
お

い
て
神
社
の
活
性
化
に
関
す
る
研
究
を
専
門
と
す
る
研
究
者
を
交
え
て
積

極
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後
も
注
目
し
て
お
く
必

要
は
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
前
節
で
述
べ
た
第
Ⅰ
期
の
時
点
で
は
、
農
村
部
の
祭
祀
集

団
だ
け
で
な
く
、
都
市
部
に
お
け
る
氏
子
組
織
も
十
分
に
保
た
れ
て
い
る

こ
と
が
薗
田）

56
（

に
よ
る
調
査
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
第
Ⅱ
期
の
先
行
研
究
か
ら
も
、
伝
統
祭
祀
や
氏
子
組
織
の
衰
退
ま
た

は
崩
壊
が
神
社
神
道
に
お
い
て
重
要
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
報
告
内
容
を
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
で
も
何
と
か
維

持
・
継
承
さ
れ
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
う
し
て
先
行
研
究
を
概
観
し
て
み
る
と
、
祭
礼
の
変
容
を
中
心
に
し

た
一
面
的
な
研
究
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個
別
（
事
例
）
研
究
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
社
会
と
祭
り
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
で
き
て
も
、
神
社
と

の
関
わ
り
を
包
括
的
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
一
方
で
、
多
面
的
な
研

究
に
お
い
て
も
実
際
に
地
域
レ
ベ
ル
に
お
け
る
実
態
に
つ
い
て
の
言
及
は

少
な
い
、
と
い
っ
た
課
題
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
八
日
、
神
社
本
庁
で
「
現
代
社
会

と
神
社
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
さ
れ
た
教
学
研
究
大
会
の
ほ
か
に
も
、

皇
學
館
大
学
で
「「
神
道
」
を
伝
え
る
│
今
、
な
ぜ
、
何
を
？
│
神
道
と

現
代
社
会
│
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
あ
る）

57
（

。
し
か

し
、
そ
の
後
、
諸
学
会
に
お
け
る
学
術
大
会
で
特
集
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

調
査
研
究
の
報
告
で
は
過
疎
・
過
疎
地
の
神
社
神
道
は
存
続
し
て
い
る
こ

と
が
、
そ
の
よ
う
な
石
井
の
予
想
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
石
井
は
過
疎
や
限
界
集
落
に
つ
い
て
の
論
文
も
発
表
し
て
い
る

（
㉗
）。
現
在
、
こ
の
論
文
が
過
疎
地
域
と
神
社
を
と
り
ま
く
変
化
を
俯
瞰

す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
研
究
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

論
文
で
は
平
成
二
十
六
年
に
日
本
創
世
会
議
（
座
長
・
増
田
寛
也
）
が
公
表

し
た
「
消
滅
可
能
性
都
市
八
九
六
」
を
対
象
に
、
独
自
の
調
査
を
用
い
て

消
滅
可
能
宗
教
法
人
を
算
出
し
た
結
果
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
過
疎
化
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
状
況
が
続
く
限
り
、
日
本
創
世
会

議
が
予
想
し
た
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
、
神
社
は
約
四
割
減
少
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
石
井
の
驚
く
べ
き
将
来
の
予
測
は
、
た
ち
ま
ち

神
社
界
を
含
む
宗
教
界
や
、
関
連
学
界
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
、
先
述
の
予
想
と
異
な
る
点
と
し

て
、（
す
で
に
石
井
自
身
も
述
べ
て
い
る
が
）
こ
の
消
滅
可
能
自
治
体
お
よ
び

神
社
の
予
測
は
あ
く
ま
で
も
デ
ー
タ
の
観
測
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

0

0

ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

こ
の
石
井
の
予
測
は
何
ら
か
の
形
で
神
社
神
道
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

対
す
る
危
機
感
を
共
有
す
る
に
十
二
分
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
効

果
は
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
神
社
界
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
論
文
が
公

開
さ
れ
た
翌
年
の
平
成
二
十
八
年
九
月
に
、
神
社
本
庁
で
は
「
過
疎
地
域

神
社
活
性
化
推
進
委
員
会
」（
以
下
、
委
員
会）

54
（

）
の
設
置
が
承
認
さ
れ
、
十

月
よ
り
月
に
一
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

55
（

。
こ
の
論
文
が
委
員
会
の
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概
観
す
る
と
、
と
く
に
諸
学
会
の
規
模
が
次
第
に
大
き
く
な
る
に
つ
れ

（
学
術
大
会
に
お
け
る
発
表
数
も
増
え
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
が
）、

社
会
変
動
と
神
社
神
道
と
の
関
係
を
扱
う
発
表
は
断
続
的
に
見
ら
れ
る）

60
（

。

し
か
し
一
方
で
は
、
そ
れ
ら
の
テ
ー
マ
が
発
表
後
に
論
文
化
さ
れ
た
も
の

は
少
な
い）

61
（

。
無
論
、
先
行
研
究
を
追
う
際
に
、
関
連
研
究
の
有
無
は
数
本

の
発
表
を
経
て
か
ら
論
文
化
す
る
、
ま
た
は
投
稿
後
に
学
術
大
会
で
報
告

す
る
な
ど
、
研
究
者
に
よ
っ
て
公
開
方
法
が
異
な
る
点
に
留
意
が
必
要
な

の
は
当
然
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
研
究
の
蓄
積
が

昭
和
二
十
年
代
（
第
Ⅰ
期
）
か
ら
現
在
（
第
Ⅱ
期
）
に
至
る
ま
で
の
約
七
〇

年
間
に
、
神
社
神
道
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事
態
に
直
面
し
て
い
る
と
い
っ

た
危
機
感
は
高
ま
る
一
方
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
学
や
神
道
学

に
お
い
て
は
他
の
学
問
領
域
と
比
べ
る
と
、
事
態
の
危
機
感
は
共
通
し
て

い
な
が
ら
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
（
実
証
的
）
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お

ら
ず
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ま
だ
説
得
力
の
あ
る
理
由
を
述
べ
る
も
の

も
な
い
。
こ
れ
は
、
本
論
と
直
接
的
関
係
は
な
い
が
、
石
井
が
近
代
化
と

神
道
の
問
題
に
つ
い
て
「
変
化
す
る
時
代
へ
の
高
い
関
心
と
対
応
へ
の
努

力
の
存
在
に
も
拘
わ
ら
ず
、
正
確
な
意
味
で
の
実
情
の
把
握
と
理
論
的
分

析
は
合
致
し
な
い
ま
ま
、
時
代
へ
の
適
応
が
模
索
さ
れ
る
傾
向
が
存
在

し）
62
（

」
た
と
す
る
指
摘
と
通
底
す
る
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
社
会
変
動
と
宗
教
、
と
く
に
神
社
神
道
と
の

関
係
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
く
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
そ
の
後
の
研
究
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

過
疎
問
題
の
重
大
さ
の
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
こ
と
な
く
、（
関
連
性
の
薄
い
）
個
別
研
究
に
移
行
し
て
い
っ

た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
先
述
の
『
神
道
と
現
代
』
で
議
論
を
行
っ
た

各
研
究
も
、
時
期
的
に
は
第
Ⅱ
期
に
属
す
る
が
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
第

Ⅰ
期
か
ら
第
Ⅱ
期
へ
の
過
渡
期
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
過

疎
問
題
と
神
社
神
道
と
の
関
係
を
追
っ
て
い
く
中
で
、
第
Ⅱ
期
の
現
代
に

近
づ
い
て
く
る
と
、「
限
界
集
落
化
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
は
直
接
過
疎
地
域
で
の
個
別
研
究
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
段
階

で
、
新
た
な
概
念
の
出
現
に
よ
っ
て
、
研
究
の
動
向
も
さ
ら
に
枝
分
か
れ

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

小
ま
と
め

　

第
Ⅱ
期
の
小
ま
と
め
と
し
て
、
当
該
期
に
お
け
る
研
究
は
、
過
疎
化
と

都
市
化
な
ど
を
広
域
の
社
会
変
動
と
し
て
捉
え
、
社
会
の
変
化
が
神
社
神

道
、
と
く
に
神
社
の
祭
祀
文
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
、
宗
教
学
、
神
道

学
、
民
俗
学）

58
（

、
社
会
学
、
人
類
学
、
地
理
学）

59
（

な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
別
的
か
つ
相
互
に
関
連
付

け
ら
れ
な
い
研
究
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
興
味
深
い
点
と
し
て

当
該
期
に
お
い
て
、
調
査
研
究
や
諸
学
会
の
学
術
大
会
の
発
表
テ
ー
マ
を
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井
の
指
摘
に
対
し
、
筆
者
も
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
社
会
変
動
は
も
ち
ろ

ん
、
過
疎
地
域
の
神
社
を
対
象
に
広
域
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
研
究
は
ご

く
一
部
を
除
い
て
は
見
当
た
ら
な
い
、
空
白
状
態
が
続
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
こ
と
が
現
実
化
し
て
き
た
今

で
は
こ
れ
ま
で
に
危
惧
さ
れ
て
き
た
種
々
の
社
会
問
題
が
可
視
化
し
て
き

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
過
疎
」
は
「
人
口
減
少
社
会
」
と
並
ん
で
、
社

会
現
象
と
し
て
最
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
影
響
は
学
問
領
域
に
お
い
て
も
再
び
「
社
会
変
動
と
宗
教
」

の
形
と
し
て
出
現
し
、
神
道
と
の
関
係
も
そ
の
枠
組
み
か
ら
く
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
の
最
後
に
、
第
Ⅰ
期
と
第
Ⅱ
期
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

新
た
に
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
述
べ
る
と
し
よ
う
。

　

第
Ⅰ
期
に
お
け
る
研
究
の
多
く
は
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
Ⅰ
期
の
研
究
は
理
論
的
ま
た
は
観
念
的
で
、
実

証
性
に
欠
け
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
第
Ⅱ
期
は
そ
れ
と
は
対
照
的
に
客

観
的
・
実
証
的
な
研
究
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
。
そ

の
第
Ⅱ
期
に
も
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
第
Ⅰ
期
と
第
Ⅱ

期
に
お
け
る
研
究
が
双
方
に
共
通
問
題
を
有
し
つ
つ
、
第
Ⅰ
期
で
行
わ
れ

た
研
究
を
補
完
、
追
補
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、（
結
果
が
幸
か
不

幸
か
は
別
に
し
て
）
再
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

先
行
研
究
の
乏
し
い
領
域
の
研
究
に
共
通
す
る
理
由
の
一
つ
に
、
先
述

お
わ
り
に

　

全
体
の
ま
と
め
と
し
て
、
社
会
変
動
が
神
社
神
道
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
は
、
そ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
第
Ⅰ
期
の
昭
和
二
十
年
代
の
神
道

の
民
俗
学
的
研
究
を
中
心
と
す
る
先
駆
的
研
究
か
ら
は
じ
ま
り
、
昭
和
三

十
年
代
後
半
に
な
る
と
、「
現
代
社
会
に
お
け
る
教
団
組
織
の
在
り
方
を

研
究）

63
（

」
し
た
井
門
富
二
夫
、「
現
代
社
会
と
神
社
神
道
と
の
関
係
の
考
察

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た）

64
（

」
し
、
都
市
化
と
過
疎
化
に
も
注
目
し
た

平
井
直
房
、
そ
し
て
「
制
度
と
人
の
両
面
に
お
い
て
、
戦
後
の
神
社
神
道

の
実
証
的
研
究
、
あ
る
い
は
宗
教
社
会
学
的
研
究
へ
の
道
を
開
い）

65
（

」
た
岸

本
英
夫
と
、
そ
の
岸
本
と
と
も
に
「
神
道
の
近
代
化
」
の
調
査
研
究
に
か

か
わ
っ
た
研
究
者
ら
の
成
果
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
社
会
変
動
と

神
道
に
関
す
る
実
証
的
も
し
く
は
理
論
的
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
第
Ⅰ
期
（
主
に
二
十
年
代
と
三
十
年
代
後
半
）
の
研
究
に
お
け
る
共

通
課
題
が
、
個
別
的
か
つ
相
互
に
関
連
付
け
ら
れ
な
い
研
究
で
あ
る
こ

と
、
実
証
性
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
す
で
に
石
井
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
そ
の
点
に
つ
い
て
は
共
感
を
覚
え
る
。
つ
ま

り
、
実
態
調
査
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
「
実
証
性
の
欠
落
」
と
し
て
捉

え
「
神
社
神
道
が
持
続
も
し
く
は
変
化
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い

は
、
ど
の
よ
う
な
点
が
維
持
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
点
が
変
化
し
て
い
る
の

か
を
判
断
す
る
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
こ

れ
ら
の
重
大
な
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
い
い）

66
（

。」
と
す
る
石
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目
』
第
十
五
集
「
過
疎
問
題
に
関
す
る
文
献
目
録
」、
昭
和
四
十
九
年
。
な
お
、

こ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
文
献
要
目
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
五
十
九
年
の
間
に
行

わ
れ
た
研
究
業
績
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
期
間
中
に
集
め
た
文
献
を
分
野
別
に

ま
と
め
た
形
と
し
て
、
全
一
七
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
取
り
上
げ
た

十
五
集
を
除
い
た
詳
細
は
次
の
通
り
。
ま
た
中
に
は
論
文
集
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
第
一
集
「
」（
昭
和

三
十
五
年
）、
第
二
集
（
昭
和
三
十
六
年
）、
第
三
集
（
昭
和
三
十
八
年
）、
第

四
│
六
集
、
第
七
集
「
労
働
関
係
欧
文
逐
次
刊
行
物
目
録
」（
昭
和
四
十
年
）、

第
八
│
九
集
（
昭
和
四
十
年
）、
第
十
集
「
外
国
法
律
雑
誌
総
合
目
録
」（
昭
和

四
十
二
年
）、
第
十
一
集
「
資
本
取
引
自
由
化
問
題
」（
昭
和
四
十
三
年
）、
第

十
二
集
「
都
市
化
と
農
業
に
関
す
る
文
献
目
録
」（
昭
和
四
十
四
年
）、
第
十
三

集
「
防
衛
関
係
文
献
目
録
」（
昭
和
四
十
四
年
）、
第
十
四
集
「
南
北
問
題
に
関

す
る
文
献
目
録
」（
昭
和
四
十
八
年
）、
第
十
六
│
十
七
集
「
海
外
食
糧
・
農
業

関
係
和
文
雑
誌
記
事
目
録
」（
昭
和
六
十
年
）。

（
4
）　

平
成
二
八
年
一
二
月
現
在
、
N
I
I
論
文
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
﹇C

iN
ii

﹈

に
お
け
る
「
過
疎
」
関
連
の
学
術
論
文
は
三
八
五
五
件
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

書
サ
ー
チ
﹇N

D
L Search

﹈
に
お
い
て
は
雑
誌
・
博
士
論
文
・
記
事
に
絞
っ

て
検
索
し
た
結
果
で
は
三
三
〇
七
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
各
研
究
内
容
の
詳
細
ま

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
過
疎
に
関
連
す
る
言
及
が
顕
在
化
す
る
の
は
昭

和
四
十
年
以
降
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
5
）　
『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
つ
い
て
は
、
國
學
院
大
學
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
併
設
さ
れ
て
い
る
日
本
文
化
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
第
一
輯
か
ら
一

〇
〇
輯
ま
で
の
総
目
次
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　
『
宗
教
研
究
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
宗
教
学
会
の
ウ
ェ
ブ
に
開
設
さ
れ
た

『
宗
教
研
究
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
論
文
検
索
（
平
成
二
十
八
年
一
月
現
在
三
四
〇

号
ま
で
の
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
総
数
は
一
五
〇
七
八
件
）
を
利

の
先
行
研
究
の
断
続
性
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
論
に
お
い
て
は
、
関

連
研
究
を
異
な
る
角
度
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
な
問
題
意
識
の

中
に
連
続
性
が
見
い
だ
せ
た
こ
と
も
、
重
要
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

注（
1
）　
「
過
疎
」
を
報
じ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宗

教
専
門
紙
が
報
じ
る
過
疎
問
題
│
仏
教
系
・
神
道
系
専
門
紙
を
手
が
か
り
に

│
」『
宗
教
と
社
会
貢
献
』
二
巻
二
号
、
六
九
〜
八
五
頁
（
平
成
二
十
四
年
）、

同
「
過
疎
と
宗
教
│
三
〇
年
を
ふ
り
か
え
る
」『
人
口
減
少
社
会
と
寺
院
│
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
視
座
か
ら
』
四
一
〜
六
六
頁
（
平
成
二
十
八
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

筆
者
に
よ
る
地
域
住
民
と
神
社
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
に

よ
れ
ば
、
集
落
ご
と
に
異
な
る
地
域
性
が
神
社
祭
祀
な
ど
の
関
わ
り
に
も
異
な

る
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
参
考
と
し
て
代
表
的
な
事
例
研

究
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。
拙
稿
「
過
疎
地
域
の
神
社
│
高
知
県
高
岡
支
部
旧
窪

川
町
・
旧
大
野
見
村
を
事
例
に
│
」、『
國
學
院
大
學
神
道
研
究
集
録
』
第
二
四

輯
、
二
九
〜
五
四
頁
（
平
成
二
十
四
年
）、「
過
疎
集
落
に
お
け
る
氏
神
信
仰
の

実
態
│
高
知
県
高
岡
郡
の
旧
川
口
地
区
の
氏
子
の
語
り
か
ら
│
」、『
モ
ラ
ロ
ジ

ー
研
究
』
七
三
号
、
一
二
一
〜
一
四
〇
頁
（
平
成
二
十
六
年
）、「
過
疎
地
域
の

神
社
調
査
│
高
知
県
高
岡
郡
旧
窪
川
町
を
事
例
に
│
」『
國
學
院
大
學
研
究
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
五
九
〜
八
二
頁
（
平
成
二
十
七
年
）、

「
過
疎
集
落
に
お
け
る
氏
神
信
仰
の
継
承
│
高
知
県
高
岡
郡
の
旧
桧
生
原
集
落

を
事
例
に
│
」、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
七
五
号
、
五
一
〜
七
〇
頁
（
平
成
二
十

七
年
）
な
ど
。

（
3
）　

国
立
国
会
図
書
館
調
査
お
よ
び
立
法
考
査
局
編
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
文
献
要
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研
究
所
紀
要
』（
昭
和
六
十
年
〜
平
成
二
十
六
年
）、『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
平
成
二
十
七
年
〜
）『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
に
つ
い
て
は
、

ウ
ェ
ブ
検
索
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
論
題
一
覧
を
公
開
し
て
い
る
。
平

成
二
十
六
年
一
月
現
在
『
神
道
研
究
紀
要
』
第
一
〇
輯
、『
明
治
聖
徳
記
念
学

会
紀
要
』
復
刊
第
四
八
号
ま
で
の
デ
ー
タ
の
一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w

w
.m

kc.gr.jp/seitoku/search.htm

、
最
終
閲
覧
日
平
成
二
十
八

年
一
月
九
日
。

（
13
）　

石
井
、
前
掲
、
九
〜
一
〇
頁
。
石
井
は
、
昭
和
二
十
年
代
の
神
道
研
究
に

つ
い
て
も
、
戦
後
行
わ
れ
た
宗
教
の
実
態
調
査
を
俯
瞰
す
る
論
文
と
し
て
柳
川

啓
一
の
「
宗
教
調
査
の
現
状
」
を
取
り
上
げ
る
ほ
か
、
柳
川
が
収
集
・
分
類
に

よ
る
「
神
社
神
道
」
関
係
の
実
証
的
な
調
査
研
究
一
覧
も
合
わ
せ
て
掲
載
し
て

い
る
が
、
そ
の
大
半
が
従
来
の
村
落
に
お
け
る
神
道
の
民
俗
学
的
研
究
で
あ

り
、
神
道
研
究
の
実
証
的
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
三

十
年
代
後
半
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
一
二
〜
一
三

頁
）。
ま
た
、
石
井
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
神
道
研
究
に
お
け
る
「
社
会
変
動
と

神
道
」
の
テ
ー
マ
が
と
く
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、
三
度
あ
っ
た
と

す
る
（
二
一
頁
）。
つ
ま
り
、
昭
和
三
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
神
道
宗
教

学
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
共
同
討
議
、
昭
和
四
十
年
の
第
一
回
神
道
研
究
国

際
会
議
、
昭
和
四
十
二
年
の
第
二
回
神
道
研
究
国
際
会
議
を
指
し
て
い
る
。
国

際
会
議
で
は
、
近
代
化
の
概
念
規
定
が
問
題
と
な
る
ほ
か
に
、
神
社
神
道
の
基

盤
の
変
化
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
14
）　

同
、
一
一
頁
。

（
15
）　

石
井
が
取
り
上
げ
た
調
査
研
究
と
は
、
岸
本
英
夫
「
神
道
の
都
市
化
」

『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
輯
（
昭
和
三
十
九
年
）、
伊
藤
幹
治
「
都
市

化
と
む
ら
の
生
活
構
造
序
説
│
忍
草
の
事
例
分
析
」
同
第
一
六
輯
（
昭
和
四
十

用
し
て
、「
神
道
」（
一
五
二
件
）、「
過
疎
」（
二
件
）、「
社
会
変
動
」（
一
〇

件
）、「
変
化
」
ま
た
は
「
変
容
」（
一
四
八
）
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
ワ
ー

ド
で
の
検
索
を
試
み
た
結
果
（
括
弧
中
は
該
当
論
文
数
）
で
は
、
本
論
に
関
す

る
論
文
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
大
正
五
年
に
発
行
さ
れ
た
創
刊
号
か
ら
昭
和
三
十
年
（
一
四
五
号
）

ま
で
の
誌
面
デ
ー
タ
を
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

石
井
研
士
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』
大
明
堂
、
平
成
十
年
。
石

井
は
、
戦
後
の
社
会
変
動
の
中
で
神
社
神
道
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
受
け
た
か

を
、
各
種
の
統
計
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
独
自
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
な
が
ら
の

実
証
的
研
究
を
試
み
て
い
る
。

（
8
）　

こ
の
両
論
考
は
、
石
井
研
士
「
戦
後
に
お
け
る
神
道
の
宗
教
学
的
研
究
│

研
究
史
序
論
」『
脇
本
平
也
・
田
丸
徳
善
編
『
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
精
神
文
化
』

（
新
曜
社
、
平
成
九
年
）
と
、
同
「
神
道
と
社
会
変
動
を
め
ぐ
る
研
究
史
」『
神

道
宗
教
』
第
一
六
八
・
一
六
九
号
（
平
成
九
年
）
を
も
と
に
加
筆
補
正
を
行
っ

て
い
る
。

（
9
）　

本
論
で
は
神
社
神
道
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
井
の
論
考
を

採
用
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に
も
、
芹
川
博
通
著
『
都
市
化
時
代
の
宗
教
』
の
序

論
「
現
代
宗
教
論
の
課
題
」
で
も
、
社
会
変
動
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

世
俗
化
と
都
市
化
と
の
関
わ
り
か
ら
詳
細
に
わ
た
っ
て
論
じ
て
い
る
。
と
く
に

都
市
化
と
宗
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
森
岡
清
美
、
堀
一
郎
、
柳
川
啓

一
、
井
門
富
二
夫
ら
に
よ
る
研
究
の
論
点
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

（
10
）　

石
井
、
前
掲
、
五
〇
頁
。

（
11
）　

掲
載
論
文
の
検
索
に
は
主
に
文
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
年
間
神
道
関
係

論
文
目
録
」
を
参
考
に
し
た
。

（
12
）　

ほ
か
に
も
、
神
道
関
係
の
研
究
が
所
収
さ
れ
て
い
る
学
術
雑
誌
お
よ
び
機

関
誌
と
し
て
は
、『
神
道
史
研
究
』（
昭
和
二
十
八
年
〜
）、『
皇
學
館
大
学
神
道
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に
与
え
た
影
響
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
検
証
ま
で
は
な
さ
れ
て

い
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
18
）　

同
、
四
一
頁
。

（
19
）　

同
、
四
三
頁
。

（
20
）　

同
、
四
四
頁
。

（
21
）　

伊
藤
幹
治
「
都
市
化
と
む
ら
の
生
活
構
造
序
説
│
忍
草
の
事
例
分
析
」

『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
六
輯
、
昭
和
四
十
年
、
二
一
六
頁
〜
二
一
八

頁
。
伊
藤
は
調
査
対
象
地
域
の
忍
草
部
落
に
お
け
る
神
社
の
祭
や
行
事
の
形
態

は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
の
存
在
意
味
を
持
た
ず
、
常
に
他
の
諸
慣
行
と
の
機
能

的
な
関
連
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
伝
統
構
造
が
解

体
さ
れ
な
い
限
り
、
今
後
も
維
持
さ
れ
続
け
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
22
）　

伊
藤
幹
治
「
黒
島
の
社
会
と
宗
教
の
構
造
と
変
化
│
大
里
事
例
の
予
備
的

分
析
│
」『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
七
輯
、
昭
和
四
十
年
、
一
〇
五
〜
一

〇
六
頁
。

（
23
）　

伝
統
的
村
落
型
社
会
（「
む
ら
」）
に
お
い
て
、
昭
和
二
十
年
以
降
、
農
家

の
兼
業
化
が
進
行
し
、
都
市
的
産
業
を
営
む
世
帯
数
も
急
激
に
増
加
す
る
な

ど
、
産
業
的
次
元
の
変
化
が
著
し
い
な
か
で
も
、
家
族
形
態
に
つ
い
て
は
、
昭

和
二
十
年
以
降
か
ら
調
査
時
点
に
い
た
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
伝
統

的
な
祭
祀
集
団
も
部
分
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
伊
藤
の
一
連
の
研
究

で
何
度
も
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
24
）　

そ
れ
ら
の
主
な
業
績
は
著
書
『
宗
教
と
社
会
構
造
』（
弘
文
堂
、
昭
和
六

十
三
年
）
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
忍
草
・
大
里
の
事
例

研
究
も
部
分
的
な
加
筆
・
修
正
を
行
い
、
著
書
の
第
三
部
に
所
収
さ
れ
て
い

る
。

（
25
）　

伊
藤
幹
治
「
都
市
化
と
地
域
社
会
の
宗
教
生
活
」『
人
類
科
学
：
九
学
会

連
合
年
報
』
二
三
号
、
昭
和
四
十
五
年
、
一
五
頁
。

年
）、
同
「
黒
島
の
社
会
と
宗
教
の
構
造
と
変
化
│
大
里
事
例
の
予
備
的
分
析
」

同
一
七
輯
（
昭
和
四
十
年
）、
花
島
政
三
郎
「
水
没
に
よ
る
部
落
の
解
体
・
再

編
成
と
宮
座
│
滋
賀
県
神
崎
郡
永
源
寺
町
愛
知
川
ダ
ム
建
設
の
場
合
」
同
第
二

〇
輯
（
昭
和
四
十
二
年
）、
戸
川
安
章
「
神
社
綜
合
調
査
事
例
報
告
│
『
近
代

化
と
神
道
』
の
課
題
に
そ
っ
て
」
同
第
二
十
一
輯
（
昭
和
四
十
三
年
）、『
都
内

神
社
索
引
・
附
区
別
神
社
分
布
図
』（
昭
和
四
十
三
年
）、
森
岡
清
美
・
花
島
政

三
郎
「
近
郊
化
に
よ
る
神
社
信
仰
の
変
貌
」
同
第
二
二
輯
（
昭
和
四
十
三
年
）、

薗
田
稔
「
祭
り
と
都
市
社
会
│
『
天
下
祭
り
』〈
神
田
祭
・
山
王
祭
〉
調
査
報

告
（
1
）」
同
第
二
三
輯
（
昭
和
四
十
四
年
）、
伊
藤
幹
治
「『
氏
子
』
の
社
会

人
類
学
序
説
（
上
）」
同
第
二
五
輯
（
昭
和
四
十
四
年
）、
同
「
祭
団
の
構
造
と

論
理
│
沖
縄
民
俗
社
会
論
（
一
）」
同
第
三
三
輯
（
昭
和
五
十
年
）、
薗
田
稔

「T
he T

raditional Festival in U
rban Society

」（
祭
の
盛
衰
と
構
造
変
化
）

同
第
三
五
輯
（
昭
和
五
十
年
）、『
神
社
ア
ン
ケ
ー
ト
統
計
図
表
』（
近
代
化
と

神
道
資
料
）（
昭
和
五
十
年
）、『
東
京
都
区
内
神
社
・
氏
子
区
域
地
図
並
に
町

丁
一
覧
』（
昭
和
五
十
年
）、
の
一
三
本
を
指
す
。

（
16
）　

本
文
に
挙
げ
た
研
究
の
要
約
は
、
前
掲
石
井
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社

神
道
』、
二
二
〜
二
四
頁
か
ら
引
用
。
そ
の
ほ
か
に
、
当
該
期
に
お
い
て
部
分

的
で
は
あ
る
が
、
社
会
変
動
と
神
社
神
道
の
関
わ
り
を
論
じ
て
る
調
査
研
究
と

し
て
、
芹
川
博
通
「
都
市
化
と
宗
教
行
事
│
都
下
府
中
市
に
お
け
る
実
態
」

『
学
報
』
九
号
、
淑
徳
短
期
大
学
、
昭
和
四
十
五
年
、
同
「
社
会
変
動
と
宗
教

│
一
漁
村
の
都
市
化
の
場
合
」『
研
究
紀
要
』
一
二
号
、
淑
徳
短
期
大
学
昭
和

四
十
八
年
、
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
論
考
は
い
ず
れ
も
芹
川

博
通
著
『
都
市
化
時
代
の
宗
教
』（
東
洋
文
化
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
所

収
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）　

石
井
、
前
掲
、
二
四
頁
。
石
井
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
主
に
一
部
の
事

例
を
取
り
上
げ
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
社
会
構
造
の
変
化
が
神
社
や
地
域
住
民
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京
に
お
け
る
人
口
流
動
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
天
井
勝
海
「
人
口
流
動
か
ら
見

た
東
京
の
大
都
市
圏
」『
新
地
理
』
一
四
巻
一
号
、
昭
和
四
十
一
年
、
同
「
東

京
大
都
市
圏
に
お
け
る
人
口
変
動
と
人
口
流
動
」
同
一
五
巻
三
号
、
昭
和
四
十

二
年
を
参
照
。

（
31
）　

石
井
、
前
掲
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』、
四
一
頁
。

（
32
）　

平
井
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
に
い
か
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
か
を
、

本
論
と
関
連
す
る
も
の
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。「
共
同
討
議　

近
代
化
と
神
道
」

（『
神
道
宗
教
』
第
三
四
号
、
昭
和
三
十
八
年
）、「
共
同
討
議　

神
社
神
道
の
現

状
と
将
来
」（『
神
道
宗
教
』
第
三
六
号
、
昭
和
三
十
九
年
）「
民
族
宗
教
の
内

部
伝
道
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
四
巻
五
・
六
合
併
号
、
昭
和
三
十
八
年
）、「
人

口
移
動
と
神
社
神
道
」（『
神
道
宗
教
』
第
四
六
号
、
昭
和
四
十
二
年
）。

（
33
）　

石
井
、
前
掲
、
四
三
頁
。

（
34
）　

同
、
五
〇
頁
。

（
35
）　

た
と
え
ば
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
に
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
主

催
で
開
催
さ
れ
た
神
道
研
究
国
際
会
議
で
の
議
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
神

道
研
究
国
際
会
議
で
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石
井
研
士
「
神
道
と
社
会

変
動
を
め
ぐ
る
研
究
史
」『
神
道
宗
教
』
第
一
六
八
・
一
六
九
号
（
平
成
九
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
）　

真
弓
常
忠
「
現
代
社
会
と
神
社
の
機
能
│
市
民
宗
教
の
理
論
と
神
社
祭
祀

へ
の
考
察
│
」『
神
道
と
現
代
』（
下
巻
）、
昭
和
六
十
二
年
、
八
一
〜
八
四
頁
。

（
37
）　

安
蘇
谷
正
彦
「
現
代
社
会
と
神
社
の
役
割
に
関
す
る
覚
書
」『
神
道
と
現

代
』（
下
巻
）、
昭
和
六
十
二
年
、
八
八
頁
。

（
38
）　

同
、
八
九
頁
。

（
39
）　

同
、
一
一
〇
〜
一
一
二
頁
。
安
蘇
谷
は
現
代
社
会
に
お
け
る
神
社
・
祭
り

の
役
割
は
、
五
穀
豊
穣
、
共
同
体
の
安
寧
、
共
同
体
の
統
合
化
、
個
人
問
題
の

解
決
、
生
の
充
足
の
五
項
目
に
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
26
）　

伊
藤
は
従
来
の
「
む
ら
」
の
都
市
化
研
究
の
実
証
的
事
例
分
析
に
お
い

て
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
次
元
（
労
働
形
態
や
土
地
利
用
を
中
心
と
し
た
生
業
構

造
）
の
過
程
と
社
会
の
次
元
に
お
け
る
変
化
過
程
の
二
つ
の
変
化
過
程
の
複
合

的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
指
摘

か
ら
、
伊
藤
の
研
究
で
は
「
む
ら
」
の
都
市
化
に
つ
い
て
、
農
業
構
造
の
変
化

を
軸
と
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
次
元
の
変
化
過
程
と
、
社
会
次
元
の
伝
統
的
な

生
活
様
式
の
変
化
過
程
と
い
う
、
二
つ
の
次
元
に
お
け
る
変
化
過
程
を
包
括
し

た
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
幹
治
「
都
市
化
と
む
ら
の
生
活
構
造
序
説
」、
一
八
一
〜
一
八
二
頁
を
参

照
。

（
27
）　

伊
藤
は
、
各
論
文
の
主
題
や
副
題
に
附
い
て
い
る
「
序
論
」、「
予
備
的
分

析
」
な
ど
に
も
表
れ
て
い
る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
短
期
間
で
の
調
査
で
採
録
し

た
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
言
及
し
、
問
題
提
起
の
立
場
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
降
の
具
体
的
な
理
論
分
析
の
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
28
）　

戸
川
安
章
「「
近
代
化
と
神
道
」
委
託
調
査
報
告
「
椙
尾
神
社
」
調
査
報

告
」、『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
一
輯
、
一
一
六
頁
。

（
29
）　

た
と
え
ば
、「
神
社
一
般
」
に
関
す
る
設
問
項
目
に
は
、
神
社
の
鎮
座
地
、

お
旅
所
、
境
内
の
建
築
物
（
変
化
の
有
無
も
）、
御
祭
神
、
由
緒
、
境
内
社
・

末
社
の
有
無
、
初
宮
参
り
の
様
子
、
戦
後
を
境
に
し
た
氏
子
や
崇
敬
者
の
意
識

（
態
度
）
変
化
の
有
無
と
そ
の
内
容
、
新
氏
子
・
旧
氏
子
の
関
係
と
役
割
、
授

与
品
（
お
札
、
お
守
り
な
ど
）
内
容
と
そ
の
変
化
の
有
無
、
社
殿
（
建
て
替

え
、
修
繕
）
に
つ
い
て
、
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
問
だ
け
で
も

一
地
域
に
お
け
る
神
社
に
関
す
る
大
ま
か
な
情
報
は
得
ら
れ
る
。

（
30
）　

東
京
や
大
都
市
圏
に
お
け
る
人
口
流
動
、
周
辺
地
域
へ
の
人
口
の
拡
散
、

他
地
域
か
ら
東
京
周
辺
地
域
（
近
郊
）
へ
の
転
入
な
ど
、
大
都
市
地
域
化
の
進

行
な
ど
の
現
象
は
す
で
に
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
確
認
で
き
る
。
な
お
、
東
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『
宮
座
の
変
容
と
持
続
』（
平
成
二
十
二
年
）
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
46
）　

こ
の
論
文
で
取
り
上
げ
る
後
継
者
問
題
に
関
す
る
調
査
は
山
口
県
の
ほ
か

に
、
愛
媛
県
、
新
潟
県
、
埼
玉
県
、
山
形
県
、
滋
賀
県
、
長
野
県
な
ど
で
も
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
は
次
に
挙
げ
る
調
査
報
告
書
（
一
部
資
料
）
に
ま
と
め
て
ら

れ
て
い
る
。
長
崎
県
神
社
庁
・
検
定
講
習
会
事
務
担
当
「「
神
職
要
請
検
定
講

習
会
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
昭
和
三
十
年
）、
愛
媛
県
神
道
青
年
会
『
愛
媛

県
神
社
神
職
状
況
調
査
報
告
書
』（
昭
和
五
十
二
年
）、『
各
県
神
社
庁
神
職
後

継
者
問
題
実
態
調
査
報
告
書
（
新
潟
・
埼
玉
・
山
口
・
山
形
）
合
冊
』（
平
成

二
十
二
年
）
な
ど
。

（
47
）　

こ
の
論
文
を
発
表
し
た
翌
年
に
は
、
他
の
関
連
研
究
を
ま
と
め
て
、
著
書

『
村
の
伝
統
芸
能
が
危
な
い
』（
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
一
年
）
が
刊
行
さ
れ

た
。

（
48
）　

こ
れ
ら
の
分
類
に
は
筆
者
に
よ
る
一
連
の
研
究
も
含
ま
れ
る
。
参
考
と
し

て
、
拙
稿
「
社
会
構
造
変
動
と
神
社
神
道
「
過
疎
地
域
」
の
小
豆
島
土
庄
町
を

事
例
に
」『
國
學
院
大
學
神
道
研
究
集
録
』
二
四
輯
（
平
成
二
十
二
年
）、「
過

疎
地
域
の
神
社
│
高
知
県
高
岡
支
部
旧
窪
川
町
・
旧
大
野
見
村
を
事
例
に
│
」

『
國
學
院
大
學
神
道
研
究
集
録
』
二
六
輯
（
平
成
二
十
四
年
）、「
過
疎
地
域
と

神
社
を
め
ぐ
る
実
態
調
査
研
究
史
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
』
第
七
号
（
平
成
二
十
五
年
）、「
過
疎
地
域
に
お
け
る
神
社
神
道
の

変
容
│
高
知
県
高
岡
支
部
の
過
疎
地
帯
神
社
実
体
調
査
を
事
例
に
│
」『
総
合

人
間
学
』
第
八
号
（
平
成
二
十
六
年
）、「
過
疎
集
落
に
お
け
る
氏
神
信
仰
の
実

態
│
高
知
県
高
岡
郡
の
旧
川
口
地
区
の
氏
子
の
語
り
か
ら
│
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
』
第
七
三
号
（
平
成
二
十
六
年
）、「
過
疎
地
域
の
神
社
調
査
│
高
知
県
高

岡
郡
旧
川
窪
町
を
事
例
に
│
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究

紀
要
』
第
九
号
（
平
成
二
十
七
年
）、「
過
疎
集
落
に
お
け
る
氏
神
信
仰
の
継
承

│
高
知
県
高
岡
郡
の
旧
桧
生
原
集
落
を
事
例
に
│
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
七
五

（
40
）　

片
山
文
彦
「
都
市
化
現
象
と
神
社
の
役
割
」『
神
道
と
現
代
』（
下
巻
）、

昭
和
六
十
二
年
、
一
五
七
頁
。
な
お
、
神
社
の
取
り
組
み
に
関
す
る
具
体
例
と

し
て
、（
故
）
片
山
自
身
が
宮
司
を
つ
と
め
た
花
園
神
社
（
東
京
）
の
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
41
）　

竹
本
は
、
神
道
は
現
在
の
よ
う
な
社
会
状
況

│
先
に
み
た
安
蘇
谷
論
文

（
一
二
三
頁
）
で
指
摘
さ
れ
た
、
経
済
発
展
に
伴
い
富
国
を
実
現
し
た
現
代
の

日
本
社
会
が
抱
え
る
重
大
な
問
題
で
、
富
国
を
支
え
る
経
済
基
盤
が
脆
弱
で
あ

り
、
色
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
、
拝
金
・
崇
物
・
利
己
的
と
い
う
風

潮
の
こ
と

│
が
続
く
限
り
衰
退
す
る
と
危
惧
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
と
は
相

対
的
に
、
神
社
は
過
疎
化
の
影
響
を
受
け
て
護
持
が
困
難
で
あ
る
事
例
は
あ
る

も
の
の
、
経
済
成
長
に
伴
い
、
一
般
的
な
神
社
の
運
営
は
む
し
ろ
安
定
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
42
）　

薗
田
に
よ
る
二
つ
の
異
質
な
文
化
の
事
例
分
析
の
結
論
と
し
て
、「
現
代

社
会
は
い
ま
や
ほ
ぼ
完
全
に
伝
統
的
な
ム
ラ
型
か
ら
都
市
型
の
社
会
状
況
へ
移

行
し
て
お
り
、
都
市
と
農
村
を
問
わ
ず
生
活
の
前
面
に
わ
た
っ
て
都
市
型
の
装

置
系
が
浸
透
し
た
時
代
を
迎
え
て
い
る
」（
二
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
43
）　

ち
な
み
に
、
当
該
期
に
お
い
て
最
も
早
く
主
題
に
「
過
疎
」
が
明
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
「
過
疎
」
が
テ
ー
マ
に
直
接
使
用
さ
れ
て
い
る
神
道
研

究
は
、
管
見
に
及
ぶ
限
り
拙
稿
を
除
い
て
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
。

（
44
）　

中
條
暁
仁
「
過
疎
山
村
に
お
け
る
講
集
団
の
変
化
と
村
落
社
会
│
島
根
県

仁
多
町
阿
井
地
区
の
事
例
」『
地
理
科
学
』
第
五
六
巻
第
四
号
、
平
成
十
三
年
、

一
七
頁
。

（
45
）　

山
口
信
枝
「
近
現
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
容
伯
父
族
に
つ
い
て
│
北
部
九

州
の
宮
座
を
事
例
と
し
て
│
」『
経
済
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
平
成
十
八
年
、

七
四
頁
。
な
お
、
山
口
信
枝
は
地
域
の
都
市
化
と
宮
座
の
変
容
に
関
す
る
論
文

を
多
数
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
九
州
北
部
を
対
象
と
し
た
成
果
を
著
書
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七
年
）、『
増
補
改
訂
版 

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
現
代
日
本
人
の
宗
教
』（
新
曜
社
、
平

成
十
九
年
）
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
井
が
こ
れ
ま
で
に
発
表

し
た
論
文
は
彼
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
石
井
研
士
の
現
代
宗
教
研
究
所
」

（http://w
w

w
2.kokugakuin.ac.jp/ishii-rabo/

）
に
一
覧
と
と
も
に
、
一
部

は
P
D
F
化
さ
れ
た
論
文
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）　

石
井
研
士
「
都
市
化
と
宗
教
│
地
域
の
宗
教
文
化
は
均
質
化
し
た
か
」

『
人
類
科
学
』
四
〇
号
、
昭
和
六
十
三
年
、
二
〇
頁
。

（
53
）　

同
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
54
）　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
九
日
付
の
『
神
社
新
報
』
に
よ
れ
ば
、「
過
疎
地

域
神
社
活
性
化
推
進
委
員
会
」
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
顕
著
と
な
っ
て
き
た

農
山
村
の
過
疎
化
に
加
え
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
地
域
間
格
差
や
後

継
者
の
深
刻
化
、
神
社
を
支
え
る
人
的
・
経
済
的
基
盤
の
喪
失
に
よ
る
不
活
動

神
社
の
増
加
な
ど
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、
過
疎
化
お
よ
び
少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
斯
界
の
現
状
把
握
と

分
析
を
通
じ
、
過
疎
地
域
を
中
心
と
す
る
神
社
の
活
性
化
推
進
の
た
め
の
施
策

を
立
案
し
、
そ
の
施
策
に
つ
い
て
実
施
状
況
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
改
善
に
向
け
た
提
案
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

（
55
）　

委
員
会
開
催
に
関
す
る
詳
細
は
『
神
社
新
報
』
に
随
時
掲
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
56
）　

薗
田
稔
「
祭
り
と
都
市
社
会
│
『
天
下
祭
』（
神
田
祭
・
山
王
祭
）
調
査

報
告
（
1
）」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
三
輯
、
昭
和
四
四

年
。

（
57
）　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
薗
田
稔
、
平
野
孝
國
、
佐
野
和
史
、
石
井
研
士
、
本

澤
雅
史
、
牟
禮
仁
ら
に
よ
る
議
論
は
『
神
道
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
輯
（
平
成

十
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

号
（
平
成
二
十
七
年
）、「
過
疎
地
域
の
神
社
神
道
の
現
状
と
課
題
│
高
知
県
の

過
疎
集
落
神
社
を
事
例
に
│
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
五
号
（
平
成
二
十
七

年
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。

（
49
）　

こ
れ
ま
で
に
石
井
研
士
は
現
代
社
会
と
神
社
神
道
に
関
す
る
調
査
論
文
を

多
数
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
社
会
変
動
と
神
道
に
関
す
る
実
証
的
研
究

の
成
果
一
部
を
、
本
文
に
挙
げ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
挙
げ
て
お
く
。
石
井
研

士
「
戦
後
の
氏
神
神
社
の
氏
子
数
の
変
化
に
つ
い
て
」『
宗
教
研
究
』
二
九
一

号
（
平
成
四
年
）、
同
「
現
代
日
本
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
持
続
と
変
容
の
理

解
に
向
け
て
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
三
七
号
（
平
成
十
五

年
）、
同
「
世
論
調
査
か
ら
見
た
神
社
神
道
│
「
神
道
」
を
選
択
す
る
の
は
誰

か
│
」『
神
道
宗
教
』
第
一
九
一
号
（
平
成
十
五
年
）、
同
「
現
代
日
本
人
の
神

観
念
の
把
握
と
世
論
調
査
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
〇
四
巻
第
一
一
号
（
平
成

十
五
年
）、
同
「
神
棚
祭
祀
・
神
宮
大
麻
頒
布
の
現
状
の
理
解
に
向
け
て
」『
神

社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
（
平
成
十
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
50
）　

石
井
研
士
の
社
会
変
動
と
神
道
に
関
す
る
理
論
的
研
究
と
し
て
、
石
井
研

士
「
戦
後
に
お
け
る
神
道
の
宗
教
学
的
研
究
│
研
究
史
序
論
」『
脇
本
平
也
・

田
丸
徳
善
編
『
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
精
神
文
化
』
新
曜
社
（
平
成
九
年
）、
同

「
社
会
変
動
と
神
道
│
研
究
史
序
論
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
八
巻
第
九
号
（
平

成
九
年
）、
鈴
木
健
太
郎
・
石
井
研
士
「
戦
後
の
神
社
神
道
の
変
容
に
関
す
る

研
究
」『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
五
輯
（
平
成
十
二
年
）、
石
井
研
士

「
現
代
日
本
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
持
続
と
変
容
の
理
解
に
向
け
て
」『
明
治
聖

徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
三
七
号
（
平
成
十
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
51
）　

本
論
で
取
り
上
げ
た
石
井
の
社
会
変
動
と
神
道
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の

成
果
は
、
著
書
『
銀
座
の
神
々
│
都
市
に
溶
け
込
む
宗
教
』（
新
曜
社
、
平
成

六
年
）
お
よ
び
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』（
大
明
堂
、
平
成
十
年
）、

『
日
本
人
の
一
年
と
一
生
│
変
わ
り
ゆ
く
日
本
人
の
心
性
』（
春
秋
社
、
平
成
十
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ら
の
研
究
報
告
は
『
宗
教
と
社
会　

別
冊
一
九
九
八
年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告

書
』（
平
成
十
一
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
61
）　

当
該
研
究
に
お
け
る
先
行
研
究
ま
た
は
類
似
研
究
が
「
少
な
い
」「
皆
無
」

と
い
う
表
現
が
必
ず
し
も
研
究
の
蓄
積
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
は
限

ら
な
い
。
取
り
組
む
研
究
に
調
査
を
伴
う
か
否
か
と
い
っ
た
研
究
手
法
の
有
無

を
問
わ
ず
と
も
そ
こ
に
は
、
現
代
の
社
会
問
題
と
し
て
の
過
疎
と
神
社
神
道
と

の
関
係
を
探
求
す
る
筆
者
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

（
62
）　

さ
ら
に
、
石
井
は
、「
こ
う
し
た
傾
向
は
神
社
界
を
と
り
ま
く
戦
後
ま
も

な
く
の
法
制
度
や
社
会
状
況
の
変
化
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
る
高
度

経
済
成
長
に
と
も
な
う
都
市
化
と
過
疎
化
へ
の
早
急
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
な
か

で
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
以
後
の
近
代
化
と
神
道
の
問
題

は
、
両
者
を
結
ぶ
実
証
性
が
看
過
さ
れ
た
ま
ま
、
抽
象
的
な
議
論
と
神
道
教
化

の
問
題
へ
と
、
二
極
分
化
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と

指
摘
し
て
い
る
（
石
井
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』、
一
八
頁
）。

（
63
）　

石
井
、
前
掲
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』、
一
三
頁
。

（
64
）　

同
。

（
65
）　

同
、
二
一
頁
。

（
66
）　

同
、
四
九
頁
。

（
58
）　

民
俗
学
に
お
け
る
神
道
研
究
に
つ
い
て
は
、
新
谷
尚
紀
「
神
社
祭
祀
研
究

と
民
俗
学
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
二
七
号
、
平
成
十
三
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
59
）　

地
理
学
に
お
け
る
山
村
研
究
、
と
く
に
過
疎
問
題
に
関
す
る
研
究
動
向
は

岡
橋
秀
典
「
現
代
日
本
に
お
け
る
山
村
研
究
の
課
題
と
展
望
」（『
人
文
地
理
』

第
四
一
巻
第
二
号
、
平
成
元
年
）、
代
表
的
な
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
成
城
大

学
民
俗
学
研
究
所
編
『
昭
和
期
山
村
の
民
俗
変
化
』（
名
著
出
版
、
平
成
二
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
60
）　

た
と
え
ば
、
菅
直
子
「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
年
中
行
事
の
変
化
に
関
す
る

一
考
察
│
秋
田
県
横
手
市
大
森
町
を
事
例
と
し
て
│
」『
神
道
宗
教
』（
第
六
六

回
学
術
大
会
紀
要
号
）
第
二
二
八
号
（
第
二
部
会
報
告
）
平
成
二
十
四
年
、
秋

野
淳
一
「
都
市
祭
礼
研
究
の
課
題
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」『
神
道
宗
教
学
会
』

（
第
六
十
六
回
学
術
大
会
紀
要
号
）
第
二
三
二
号
（
第
四
部
会
報
告
）、
平
成
二

十
五
年
、
同
「「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
現
状
に
み
る
参
加
者
の
実
態
と
神
田
祭

の
変
化
」『
神
道
宗
教
』（
第
六
十
七
回
学
術
大
会
紀
要
号
）
第
二
三
六
号
（
第

三
部
会
報
告
）、
平
成
二
十
六
年
、
石
井
研
士
「
限
界
集
落
化
と
神
社
神
道
」

『
神
道
宗
教
』（
第
六
八
回
学
術
大
会
紀
要
号
）
第
二
四
〇
号
（
第
三
部
会
報

告
）、
平
成
二
十
七
年
、
牟
禮
仁
「
神
社
界
将
来
予
測
一
端
│
神
職
数
の
推
移

か
ら
」『
神
道
宗
教
』（
第
六
八
回
学
術
大
会
紀
要
号
）
第
二
四
〇
号
（
第
三
部

会
報
告
）、
平
成
二
十
七
年
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
、「
宗
教
と
社

会
」
学
会
第
六
回
学
術
大
会
で
「
都
市
祭
礼
研
究
の
課
題
と
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
の
報
告
テ

ー
マ
は
次
の
通
り
。
福
間
裕
爾
「
都
市
祭
礼
の
伝
播
│
北
部
九
州
の
山
笠
│
」、

南
博
文
「
勢
い
の
場
の
共
同
形
成
│
祭
礼
へ
の
心
理
現
象
学
的
接
近
│
」、
小

松
秀
雄
「
都
市
祭
礼
の
文
化
的
再
生
産
」、
芦
田
徹
郎
「
現
代
都
市
祭
礼
の
ア

イ
ロ
ニ
ー
│
祭
り
の
不
可
避
性
と
不
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
│
」。
な
お
、
こ
れ


